








【社会福祉法人恵仁会職員 10の心得】 

 

1. 施設内（事業所）で会う人には必ず挨拶をする。 

 

2. 飲酒運転は絶対にしない。 

 

3. 利用者を「ちゃん」や愛称で呼ばない。 

 

4. 職員同士でもタメ語や馴れ馴れしい態度はとらない。 

 

5. 自分の体を痛めるような介護方法はしない。 

 

6. 利用者が不安や痛みを感じる介護はしない。 

 

7. 職員同士の噂話や陰口を言わない。 

 

8. 自分の担当の利用者の居室点検を月に 2回は行う。 

 

9. 悩みや分からないことは自分だけで抱えず、リーダーや統括、教育担当、管理者に相談する。 

 

10. 自分を大切にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 社会福祉法人恵仁会 3か年経営戦略（計画実施期間：令和 6～8年度） 

「利用者支援の基本目標（サービスの質の向上）」、「人材獲得・人材育成とチームワークの強化」、「働

きやすい職場環境作り」、「施設・設備の改善」、「入居率・稼働率の向上（組織持続可能性の確保）」 















往査
文書閲覧
自主点検

月 業務概要
監査種別

会議出席
事業所内部監査

事業所名

・事業所内部監査 ◯ 在宅会議

・各種契約、随時規程確認 法人運営会議

・システム保守 評議員会（開催時）

・システム検討、導入、評価

・内部経理監査 ○ 在宅会議

・事業所内部監査 法人運営会議

・各種契約、随時規程確認 相談苦情検討委員会

・システム保守 安全管理委員会

・システム検討、導入、評価

・理事会、評議員会準備

・事業所内部監査 ◯ 在宅会議

・理事会、評議員会対応 法人運営会議

・次年度事業計画（案）準備 理事会

・各種契約、随時規程確認 評議員会

・システム保守

・システム検討、導入、評価

・法人業務内部監査 ◯ 在宅会議

・次年度事業計画（案）作成 法人運営会議

・事業所内部監査 理事会

・各種契約、随時規程確認

・システム保守

・システム検討、導入、評価

・理事会、評議員会準備 ◯ 在宅会議

・事業所内部監査 法人運営会議

・次年度事業計画（案）確認 相談苦情検討委員会

・各種契約、随時規程確認 安全管理委員会

・システム保守

・システム検討、導入、評価

・理事会、評議員会対応 在宅会議

・各種契約、随時規程確認 法人運営会議

・各種年次更新対応 理事会

・システム保守 評議員会

○

2月

10月

1月

12月

3月

備考

情報セキュリティ確認

※上記以外の事業所は、必要時は自主点検表等の提
出を求めるか往査を実施するものとする。

11月

放課後等デイサービス事業所あかり
キッズ

デイサービスセンター鹿屋長寿園

ミニデイサービス舷揮くん家

ホームヘルパーステーション鹿屋長寿
園（訪問介護）

社会福祉法人恵仁会



 令和 7年度 事務局【経理課】 事業計画（案） 

 

1. 中期（令和 7年度～8年度）重点項目 

① 利用者支援の基本目標 

テレワークやクラウドシステムを活用し、自宅で日常業務を効率的に行う。また、 
会計業務を顧問会計事務所に外注することで業務の効率化を図る。これにより生ま 
れた時間は、短期入所や本入所の利用者送迎などに充てる。さらに、在宅事業所のレ 
セプト請求業務や勤務実績集計などの事務作業にも時間を活用し、在宅事業所の職 
員がケアに専念できるようにする。 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

【人材獲得】 

令和 7年 4月からの雇用体系や賃金規程変更に伴い、ハローワークへの求人提示 

方法、特に賃金表示方法を変更し、恵仁会への就職率が上がるように取り組む。 

具体的には、処遇改善加算を活用し、月々の賃金水準を現状より上乗せできるように 

処遇改善加算の分配方法を再検討する。また、毎月ハローワークの求人情報も更新さ 

れるので、継続して他法人の求人内容も確認し、総務課へ情報提供を行う。 

【人材育成とチームワークの強化】 

経理業務のスキルアップについては、継続して上川路会計主催の会計処理の初級 

編や決算処理の研修を開催する。また、今後は次世代育成を目的とし、各職員も法人 

監査及び監事監査時の対応や、業務としては決算処理や理事会・評議員会での報告等 

にも参加を促し、次世代育成を図る。 

③ 働きやすい職場環境作り 

今後もテレワーク業務 1 人当り月平均 4 回を目安に計画をし、感染症対策、業務

の負担軽減及び業務の効率化を図る。また、現在デモを行っている受付システムにつ

いても、早期導入を行い、土日祝日出勤時に 1人にて対応を行っている業務負担軽減

及び業務効率化を図る。経理業務では、今後、納品書及び領収書処理、更に伝票入力

までつながるシステム導入を検討し、効率化を図る。 

    その他、様々なハラスメントに関しては、顧問社会保険労務士に研修依頼や毎月の

訪問時にアドバイスを頂く。 

④ 施設・整備の改善  

各事業所の建物に関する大規模修繕に関しては、耐用年数をもとに以前作成した 

計画を原案とするが、修繕箇所の優先順位を課長クラスで情報共有し、計画を立てる。

経理の動きとしては、決算時の修繕積立金の提案を行い、また、借入金返済予定表を

確認しながら、法人の収支状況と合わせて資金繰りを検討する。 

⑤ 入居率、稼働率の向上 

毎週、各事業所の稼働状況をＢＯＸ内のエクセルにて共有し、今月の見込みや予算 

との差額をリアルタイムに情報共有できるようにする。収支については、予算実績対 

比表を活用し、今まで通り、管理者へ情報提供を行う。また、今後は、毎月の請求実

績（レセプト）回覧時に、各事業所の加算取得状況を把握し、新規加算が取得できな

いかの確認や、取得時のシミュレーションを行う。 

物価高騰への対策については、今後も、情報共有する項目を増やしつつ、毎月、金

額や使用量等をグラフ化し、会議や事業所別収支報告にて各事業所へ情報提供する。



費用増の事業所については管理者と対策を検討する。その他の具体的な対策として

は、法人内で利用している業者を再確認し、一括納品等を行うことでの単価交渉等も

取り入れていく。また、統合リスク管理室と情報共有を行いながら、新サービス（価

格交渉サービス等）も取り入れていく。 

 

2.  生産性向上の取り組み 

 

項目 課題点 改善 取り組み内容 

①職場環境の整備 

 

 

 

毎年、書類が増えて

いくため、過去の必

要書類を探すのに手

間がかかる 

書類検索が簡易にで

きようになる。 

・決算後の書類入替 

・書類の電子化 

②業務の明確化と役

割分担 

（1）業務全体の流れ

を再構築 

・業務分担が適正で

はない 

・事務局のキャリア

パスが明確化されて

いない 

・事務局 1 人 1 人の

月間業務及び年間業

務を洗いだし、業務

の偏りをなくす 

・次世代の人材育成

を行う 

・必要業務の選定と

簡素化を行う 

・担当しかできない

業務を減らす 

（2）テクノロジーの

活用 

日々の窓口業務にか

かる業務負担の軽減 

日々の負担を減ら

し、業務に集中でき

る時間を増やす 

受付システム導入 

③手順書の作成 

 

 

予算や補正、決算等

の書式が担当によっ

て異なっている 

書式の統一や共有デ

ータを使用すること

での集計の簡素化 

・ミーティング開催

にて情報共有 

・マニュアルの更新 

④記録・報告様式の

工夫 

 

類似した書類の作成 

や報告 

報告内容の要約と、

書類の統一 

類似書類及び報告事

項の必要最低限の内

容を洗いだし、簡素

化 

⑤情報共有の工夫 

 

 

各担当へそれぞれ伝

達・指示 

LINEWORKS を 活 用

し、経理課・総務課・

エリア事務員への一

斉情報提供 

LINEWORKS グループ

の整備 

⑥OJTの仕組み作り 

 

 

職員によって、業務

引継ぎ内容が異なる 

業務の基礎内容を統

一して指導できるよ

うに、エルダーを設

定 

エルダーになる職員

の選定（育成） 

⑦理念・行動指針の 

徹底 

 

経理分野以外の業務

への対応や判断がで

きない 

担当業務以外への対

応可 

法人の仕組みや介護

保険制度の理解を深

めるための部門内研

修会実施 

 



3. 年間行事計画 

 

令和 7 年度 事務局年間スケジュール（経理課） 

 
事業所行事計画 防災訓練・ 

感染症対策 
地域交流計画 職員研修計画 内部監査 

4 月 

入社式 
オリエンテーション 
委託事業請求書提出 
委託事業決算報告書提出 
3 月分及び決算処理 

 笠之原エリア 
行事参加 

長寿園勉強会 内部監査 
（決算書類） 

5 月 

決算処理 
決算書類完成 
監事監査 
決算理事会 

 保育園祭り参加 長寿園勉強会 内部監査 
（決算書類） 

6 月 

定時評議員会 
現況報告書提出 
福祉医療機構決算報告書

提出 
決算登記処理 

吐物処理訓練 ドライブサロン 特別養護老人ホ

長寿園勉強会 
 

7 月 
委託事業請求書提出 
公益法人等の損益計算書

等提出 

非常用災害 
机上訓練 

 上川路会計研修

（基礎） 
長寿園勉強会 

 

8 月 
全国老施協収支報告書作

成 
 

  長寿園勉強会  

9 月 
 
 

感染症対策机

上訓練 
ドライブサロン 長寿園勉強会  

10 月 
委託事業請求書提出 
委託事業予算作成 

防災訓練  長寿園勉強会 内部監査 
（帳票編） 

11 月 
 
 

 鹿屋小交流会 長寿園勉強会 内部経理監査 

12 月 
忘年会 
次年度事業計画作成 

インフルエン

ザ予防接種 
 長寿園勉強会  

1 月 委託事業請求書提出   長寿園勉強会  

2 月 
次年度収支予算書完成 
次年度事業計画完成 

非常用災害 
机上訓練 

 上川路会計研修 
（決算編） 
長寿園勉強会 

 

3 月 
当年度補正予算書完成 
予算評議員会・理事会 

防災訓練  長寿園勉強会  

 



令和 7年度 事務局総務課 事業計画（案） 

  

1.中期（令和 7年度～8年度）重点項目 

ICT、IOTの活用による業務効率化と正確性の確保、人材獲得と人材定着の促進にむけて 

新しい雇用体系及び賃金制度を導入し適正な労務管理につなげる。 

①同一労働同一賃金の実現にむけて職員処遇の基本となる新しい賃金制度の導入。 

・法人経営の健全性・安定性を維持するために経理課と連携し総額人件費の管理を行う。 

・１人ひとりの賃金額の変化の差分を確認し多様な人材がモチベーション高く励むことが 

できるよう､弾力的な賃金テーブルの調整を行う。 

・現行の給与計算システムから新システムへのテスト移行と検証を丁寧に行う。並行稼働 

しながら新システムの利点を理解し、安定的な稼働につとめる。職員に対しての新しい 

賃金制度の趣旨、制度移行の流れの質疑応答や相談に応じられるよう社労士や関係者と 

連絡体制を図る。 

②人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

職員の獲得と長期的な人材の定着につながるよう以下の項目に取り組む。 

・欠員補充の採用にスムーズに対応し、内定・入職手続きを早期に行う。（最短３日） 

・短期離職（入職１年以内）を防ぐため育成に向けた取り組みを教育主任・ｽﾏｰﾄｼﾞｮﾌﾞ 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾒﾝﾊﾞｰと協力して行う。（入職時・中途採用者研修等） 

・令和 7年度新卒者・中途採用者の獲得（各種面談会への参加） 

・入職からのフォロー体制として仕事の悩み等がないかどうかｵｰﾌﾟﾝｸｴｽﾁｮﾝでの聞き取り 

（入職手続き書類の受け渡し時、入職 1ヶ月目、3ヶ月目） 

・外国人技能実習生受入時の適切な事務手続きによるトラブル等の防止 

・恵仁会全職員の資質向上につながるよう顧問社労士による研修会の実施（人事労務全般 

報酬改定にともなう賃金変更等） 

・総務課職員の次世代育成のために、研修機会の確保（社会保険、給与計算、各種制度 

改正）や法人運営に関する理解を深めるために、監査及び調査への立ち会いを実施 

③働きやすい職場環境づくり 

直接処遇を行う職員が働きやすい職場を作ることで営業力強化につながるよう以下の項

目に取り組む。 

・職員の健康管理（定期健診、夜勤者健診、再検査職員等への啓発、乳がん検診、メンタ

ル不調者の休復職対応、産業医による健康相談、病気療養後の復帰支援） 

・各事業所管理者等へのハラスメント等研修・多様な働き方の応援（顧問社会保険労務士 

との連携による研修会、相談会の実施）の開催 

・改正育児・介護休業法の概要把握と仕事との両立支援制度利用のための雇用環境の整備 

（制度および制度取得の促進に関する方針の周知、相談体制の整備、研修の実施） 

・SmartHRを活用し、入職、異動等の手続きの簡素化、迅速な対応 

・高年齢者雇用確保措置の実施（65歳定年制）と継続雇用制度を見据えた高年齢者の人事

制度の整備 

   ④施設・整備の改善 

    修繕に関しては、経理課の計画に沿って行い、総務課としては、産業医による施設巡視 

等での指摘箇所の情報提供をし、修繕や整備が必要な箇所については、予算化していく。 



2. 生産性向上への取り組み 

項目 課題点（BEFORE） 改善（AFTER） 取り組み内容 

① 職場環境の整備 ・離職・ﾊﾗｽﾒﾝﾄ防止 

・適切な休憩時間の

確保（事業所） 

･相談窓口整備・周知 

･職員の身体的・精神

的負担の軽減 

・情報管理体制整備 

・休憩室（空間）、環

境整備 

②業務の明確化と役

割分担 

（1）業務全体の流れ

を再構築 

担当業務のﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

ｻﾎﾟｰﾄ体制不足 

職員育成､当事者意識

を高め業務連携・協力

体制の構築 

担当業務の見直し、

役割分担の明確化、

作業のムダの削減 

（2）テクノロジーの

活用 

職員からの電子申請 

業務（SmartHR） 

申請書式の修正・見直

し 

電子申請の活用と職

員への周知 

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化 

③ 手順書の作成 担当職員がいないと

業務が滞る 

業務フローを見える

化し、他職員でも対応

できるようになる 

担当業務手順書作成 

手順書保管の共有 

④ 記録・報告様式の

工夫 

･紙書類の共有 

・過剰な記録・伝達 

・書類のデータ化 

・ＢＯＸにて、エクセ

ル等の共有設定の活

用をし・記録・伝達の

簡素化 

・資料のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化 

・記載事項の見直し 

・共有設定 

⑤ 情報共有の工夫 ・担当職員情報の見

える化・発信力強化 

・情報ｻｰﾁ時間の節約 

・BOX.ｸﾗｳﾄﾞを活用し

たﾀｲﾑﾘｰな情報共有 

・情報整理 

・会議にむけた発信 

・データ資料作成 

・ﾂｰﾙの使い分け確認 

⑥ OJTの仕組み作り 新人育成と中途採用 

の離職（昨年退職者

44名中１年未満 13

名） 

・フォローアップ体制 

・相談窓口の周知 

（各エリアで実施） 

新人研修、中途採用

研修企画の参加（ｽﾏｰ

ﾄｼﾞｮﾌﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾒﾝﾊﾞ

ｰ・教育主任） 

⑦ 理念・行動指針の 

徹底 

イレギュラーな事態

の判断・解決 

意思決定の時間短縮 報連相の強化、総務

課ｵｰﾌﾟﾝﾐｰｰﾃｨﾝｸﾞ･１

on1 ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等こまめ

な情報交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3.年間行事計画 

 
事業所事業計画 防災訓練・ 

感染症対策 

地域交流計画 職員研修計画 内部監査 

4月 

賃金制度の改定 

昇給・昇格手続き 

退職共済掛金改定 

  ・新給与体系 

賃金説明会 

・新卒者研修 

 

5月 

定期昇給査定 

障害者雇用納付金申告 

健康診断実施 

  ・長寿園勉強会 

・育児・介護休

業法説明会 

 

6月 

労働保険年度更新 

賞与支給準備 

住民税改定 

嘔吐物処理訓練  ・長寿園勉強会  

7月 

賞与支給手続き 

高年齢・障害者雇用状況報

告書提出 

算定基礎届の提出 

非常用災害 

机上訓練 

 ・長寿園勉強会  

8月 ﾏﾈｰﾌｫﾜｰﾄﾞ給与ｼｽﾃﾑﾃﾞﾓ   ・長寿園勉強会  

9月 

厚生年金料率変更 

最低賃金確認 

出向職員予算 

感染症対策 

机上訓練 

 ・長寿園勉強会  

10月 
定年再雇用者更新手続き 防災訓練  ・長寿園勉強会 総務課内部

監査 

11月 

賞与支給準備 

年末調整の手続き 

夜勤者健康診断実施 

  ・長寿園勉強会 

・ 

 

12月 
賞与支給 

年末調整の手続き 

インフルエンザ

予防接種 

 ・長寿園勉強会 

 

 

1月 

給与支払報告書・源泉徴収

票提出 

外国人実習生受け入れ準備 

  ・長寿園勉強会 

・ﾊﾗｽﾒﾝﾄ研修 

次年度事業

計画作成 

 

2月 
次年度昇格者査定 

期末賞与支給確認 

非常用災害 

机上訓練 

 ・長寿園勉強会  

3月 
次年度労働条件通知書準備 防災訓練  ・長寿園勉強会 事業報告書

作成 



令和７年度 介護部門 事業計画（案） 

 

１．中期（令和６年度～令和８年度）重点項目 

① 利用者支援の基本目標 

・可能な限り在宅での生活スタイルを変えず、利用者本人（又はご家族）が生き方や暮 

らし方を自己決定していただき、その選択を尊重する。最期まで自分らしく生きられ 

るよう、利用者本人の意思及び人格を尊重し、その方に合ったサービスを提供する。 

・現在使用している ICT 機器の特徴を理解し、利用者個人の分析やフィードバックを行い、 

ADL・QOL の向上を図る。エビデンスに基づいたサービスの提供を行う。 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

・インスタグラムなどの SNS で介護現場の日常を発信し、人材獲得につなげる。企画行事 

 や福祉用具の導入効果、職員の働きぶりを掲載する。 

・新人職員や福祉業界未経験者でも、安心して働ける研修の実施や、職員同士の関係性構 

築等を、所属ユニットを中心に教育部門と共に行っていく。OJT の４段階職業指導法を 

基に、実際に仕事を共にする先輩職員が指導することで、人材の早期育成を図る。 

③ 働きやすい職場環境作り 

・現在導入している福祉機器等を効果的に活用するだけではなく、新たな機器の選定を行 

い、全員で働きやすい環境を作る。ケアに従事している職員が IOT の活用で心身の支障 

を抱えにくい環境、負担の軽減となる環境作りを行っていく。リーダーは随時、職員の 

働き方をアセスメントし評価を行う。 

・技能実習生を同じ、若しくは隣接ユニットに配属することで、コミュニケーションが取 

り易く、技能実習生同士での仕事の指導や言語学習をする場を設ける。 

・データに基づき、根拠あるケアの実施を行い継続的な支援を行う。生産性向上委員会等 

の場を活用し、介護サービスの質の確保や生産性の向上に資する取組の促進に繋げる。 

・リフレッシュや健康管理を目的として、年 10 日以上有給休暇の権利がある職員に対し、 

年間８日以上の取得を目指す。 

・各種ハラスメント、LGBTQ の理解を深めるため、プロジェクトチームと連携を取りなが 

ら働きやすい職場環境作りを行っていく。 

④ 施設・設備の改善 

・居室担当を確実に配置し、担当者を中心として居室内の整理整頓に取り組む。修繕が必 

要な箇所については、施設管理部門へ報告、対応方法の検討を行っていく。 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

・利用者の健康状態の保持や増進、口腔の機能改善、口腔衛生管理、スタンダードプリコ 

ーションの徹底、感染症拡大防止等、これらの重要性を再認識し、入院に繋がるような 

疾病の予防に努める。 

・短期入所生活介護の緊急入所や空床利用などの受け入れが迅速に行えるように、関係 



職種と情報共有し、体制を整える。レスパイト機能を果たしつつ在宅生活をサポート 

する。 

・入居率向上や利用者処遇の面から、企画実施の充実を図る。開催した企画行事につい 

ては今後入所を検討している方々の候補となるよう SNS で発信を行っていく。 

・オムツ交換の技法にてオムツ代を削減、食事・補助食品の見直しなど、手技・ケア方 

法の選定を行う。企画行事等での買い出しはネット通販を利用し燃料費を削減、紙媒 

体ではなくパソコン上での情報確認をするなど、部門内で可能な対策を実施していく。 

２．生産性向上への取組み 

項目 課題点（BEFORE） 改善（AFTER） 取組み内容 

① 職場環境の整備 ・紙媒体ファイルの

整理、破棄、保管場

所の変更 

 

・必要年数のみ保管 

・必要時すぐに取り

出せる 

・ファイル自体のラ

ベリングを年度毎に

ラベリングし直す 

・保管場所の整理 

② 業務の明確化と

役割 

 

１）業務全体の流れ

を再構築 

・業務フローが古い 

・各職員の作業分担

が可視化されていな

いため誰が何をする

のかが分かっていな

い 

・業務分担が明確に

なる 

・責任感が生まれる 

・シフト作成の効率

化 

・業務フローの更新 

・居室担当の配置 

・業務の内容、時間

配分を可視化する事

でユニットの状況に

合わせた勤務の作成

が可能となる 

２）テクノロジーの

活用 

・新たなものを取り

入れることが難しい 

・必要な機器の選定

ができる 

・ICT の必要性や業

務効率化に繋がるこ

とを理解してもらう 

③ 手順書の作成 ・手書きの記録物が

残っている 

・方法の統一 ・業務マニュアルの

更新 

④ 記録・報告様式

の工夫 

・ICT の活用が上手

くできていない 

・業務効率化 

・データで可視化 

・ICT 活用法の検討、

実施 

⑤ 情報共有の工夫 ・紙媒体でしか情報

確認が出来ない職員

がいる 

・印刷費削減 

・情報共有効率化 

・操作が苦手な職員

への説明、習熟支援 

⑥ OJT の仕組み作

り 

・指導方法が統一さ

れていない 

・指導する職員が育

っていない 

・指導方法が統一で

きる 

・全員が同じ内容を

共有できる 

・業務マニュアルの

更新 

・OJT を行う職員の

知識、技術面の向上 

⑦ 理念・行動指針

の徹底 

・臨機応変に対応が

できない 

・自律的な行動がで

きる 

・必要時面談 

・OJT 実施 



３．年間行事計画 

 事業所内行事計

画 

防災訓練・感染症

対策 

地域交流計画 職員研修計画 内部監査 

 

４月 新人オリエンテ

ーション 

災害時用備蓄確

認 

感染症対策 

地区花見会 長寿園勉強会  

５月 ハラスメント調

査 

感染症対策  長寿園勉強会  

６月  嘔吐処理訓練 

感染症対策 

 長寿園勉強会 実施予定 

７月 そうめん流し 感染症対策 

非常災害・机上訓

練 

養護学校交流会 長寿園勉強会  

８月  行方不明者捜索

訓練 

感染症対策 

下祓川集落セン

ター清掃 

長寿園勉強会  

９月 敬老会 感染症机上訓練 

レジオネラ検査 

グランドゴルフ

大会 

長寿園勉強会  

１０月  

 

感染症対策 

防災訓練 

８月踊り 長寿園勉強会 実施予定 

１１月 ハラスメント調

査 

避難訓練（予定） 

感染症対策 

鹿屋小交流会 長寿園勉強会  

１２月 忘年会 インフルエンザ

予防接種 

感染症対策 

地域清掃 長寿園勉強会  

１月 新年会 コロナウィルス

予防接種 

感染症対策 

 長寿園勉強会  

２月 節分 

 

感染症対策 

非常災害・机上訓

練 

 長寿園勉強会 実施予定 

３月  

 

感染症対策 

防災訓練 

 長寿園勉強会  

 



令和 7 年度 長寿園看護部門 事業計画（案） 

 

 

1． 中期（令和 6 年度～8 年度）重点項目 

 

① 利用者支援の基本目標 

・医療度の高い利用者に対して、適切な看護・介護の提供ができるよう、個々のスキルアップを   

図る 

  ・利用者の入院の際は病院との連携を図り情報を共有し、再入院が少なくなるように重症化予防を

行う 

  ・利用者の病状に応じて、受診ができるように関連病院との連携を図る。 

  ・褥瘡予防に努め、情報共有と専門性を活かした指導、ケアを徹底し褥瘡発生者を減らす。 

  ・面会については、感染状況を確認、把握し状況に応じて実施していく。 

・利用者の状態変化や悪化時には迅速に家族、多職種と情報共有し、必要時には速やかに看取り支

援対応を行い、家族、利用者が最期まで安心して生活ができるようにする。 

    

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

・医療と福祉の違いを理解し、職員のスキルアップを図り、重症化や医療ニーズを抑えるための教 

育研修を実施する。 

 ・多職種との情報共有、提供時には、看護全体で引継ぎ共有する。 

 ・感染発生時、チーム一丸で拡大予防に努める。 

 ・OJT の実施と徹底。 

 

③ 働きやすい職場環境作り 

  ・改善すべき点がないかという視点を持ちながら業務日課に沿って行動し、改善を図る。 

  ・勤務表の作成、有休消化の確認、個人希望を入れた勤務表の作成を行う。 

  ・個々の健康状態の把握ができ、体調不良時に相談できる環境を作る。 

  ・ICT,・IOT の活用による業務の効率化 

  ・一人一人の看護師がユニットラウンド時にパソコン入力ができるように必要に応じてカートで動 

けるようにする。 

  ・情報共有を行い、各スタッフが担当ユニット以外でも状態把握ができるようにする。 

 

④ 施設・設備の改善 

・吸引が必要な利用者を把握し、各ユニットにおける吸引器の台数確保を行い、点検・整備を実施

する。 

・設備不備が出た場合は、施設管理課へ相談し修繕等実施していく。 

 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

  ・配置医師と連携し利用者の体調管理を行う中で、入院となる際は病院と連携し、施設での加療に

ついて相談する。また入院となる時は、担当医や配置医師へ相談しながら、退院に向けて治療経

過の情報交換・収集し、早期の退院受入れ体制を整える。 

  ・多職種と連携し、医療度の高い利用者の受け入れができるように取り組み、入所稼働率 99.1％ 

   ショート稼働率 92％を目指す。 

  ・各事業所の訪問診療や情報提供にて入所者の状況把握や関連医療、担当医との連携を図り看護と 

してのアドバイスができるようにする。 



・褥瘡加算・看取り加算等の書類及び目標の設定。 

・ACP の充実を図りながら、本人の意向をくみ取り多職種で支援し、状態変化時、配置医師と連携

し適切な看取り介護導入及びケアを行う。（看取り加算目標：90％）    

 

2. 生産性向上への取り組み 

項目 課題点（BEFORE） 改善（AFTER） 取り組み内容 

① 職場環境の整備 整理整頓が出来ていな

いため、物品を紛失す

ることがある。 

何がどこにあるかすぐ

に把握できるようにす

る。 

物品の置き場所にテプ

ラ等で場所を明記す

る。一定の場所に置く 

②業務の明確化と役割

分担 

（1）業務全体の流れを

再構築 

ユニット担当と、その

日の担当の業務が明確

化されていない。 

ユニット担当の役割と

その日の担当の役割分

担を行い業務軽減す

る。 

ユニットからの相談や

多職種からの情報は、

必ず、ユニット担当へ

知らせる。 

（2）テクノロジーの活

用 

職員の心理的負担が大

きい 

職員の心理的負担を軽

減 

新たな ICT 機器の活用 

② 手順書の作成 職員によって異なる申

し送り 

申し送りを標準化 業務マニュアルの作成

による効率化、 

③ 記録・報告様式の工

夫 

同じ内容を何度も転記

している 

タブレット端末、パソ

コン入力に慣れ、記録

効率化 

介護記録ソフトの活

用、情報共有ノートの

デジタル化 

④ 情報共有の工夫 担当者以外への報告、

指示が共有できていな

い 

部署内で情報共有が効

率化 

ICT活用で伝達、情報共

有を行うよう徹底す

る。 

⑥ OJT の仕組み作り 職員の指導方法に違い

がある。 

教育内容と指導方法を

統一 

研修への参加等で正確

な知識を得る 

⑦ 理念・行動指針の徹

底 

突発的な事に職員が判

断、指示が出せない 

組織としてのルーティ

ンを決めておく 

個人のスキルアップを

図る研修参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3. 年間行事計画  

 事業所行事計画 防災訓練・感染症

対策 

地域交流計画 職員研修計画 内部監査 

4

月 

新入職者研修  

    

感染症対策  長寿園勉強会 関連医療機関と

の感染ラウンド 

書類確認 

5

月 

 感染症対策 

 

 長寿園勉強会  

6

月 

 避難訓練 

感染症研修（食中

毒、嘔吐物処理） 

 長寿園勉強会 PPE シミュレー

ション研修 

7

月 

 感染症対策 

非常災害・机上訓

練 

 長寿園勉強会  

8

月 

 感染症対策  長寿園勉強会  

9

月 

 感染症研修・机上

訓練 

 長寿園勉強会 感染症シミュレ

ーション 

10

月 

 感染症対策 

防災訓練 

 長寿園勉強会  

11

月 

インフルエンザ 

接種（利用者） 

感染症対策 小学校交流会 長寿園勉強会 PPE シミュレー

ション研修 

12

月 

インフルエンザ 

接種（職員） 

嘔吐物処理実施指

導研修（中途採用） 

 長寿園勉強会 感染症実施指導

研修 

PPE シミュレー

ション研修 

1

月 

コロナワクチン 感染症対策  長寿園勉強会  

2

月 

 感染症対策 

非常災害・机上訓

練 

 長寿園勉強会  

3

月 

 感染症対策 

防災訓練 

 長寿園勉強会  

 

 

 

 

 

 

 



令和 7 年度 機能訓練部門 事業計画（案） 

 

 

1． 中期（令和 6 年度～8 年度）重点項目 

① 利用者支援の基本目標 

介護職を主体として、利用者ごとに個別支援内容を提示して、残存機能の維持・向上を図る。

これにより QOL の向上を目指し、利用者の望む生活スタイルに近づける事が出来る様に他職

種との協働で適切な支援を行う。 

     【目標】個別機能訓練加算Ⅰ取得率：98% 

     【方法】看取り介護導入利用者への 100%加算取得。状態変化時の即時プラン見直し。 

     【目標】個別機能訓練加算Ⅱ・ADL 維持等加算取得：平均 113 名/月 

     【方法】毎月の LIFE 送信データ項目の確実な登録とデータ送信管理の徹底。 

     【目標】個別機能訓練加算取得対象人数：平均延べ 170 名/月 

     【方法】居宅ケアマネおよび他のサービス事業所と連携を図り、ご家族へ個別訓練の必要性を積

極的に説明し同意を頂く。(特に新規入所者) 

【目標】生活機能向上連携加算取得：入所平均 98 名/月、ショート平均 30 名/月 

【方法】外部リハとの共同評価を毎月確実に実施。看取り開始や状態変化によるプラン変更時の 

    再評価を漏れなく実施。 

 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

【目標】人材獲得活動に、積極的に参加する。 

     【方法】人材獲得活動(学校訪問、企業説明会、ハローワーク求人活動等)を継続 

【目標】常に業務効率改善やサービスの質向上の意識を持ち、チームケアができる人材育成を行

っていく。 

【方法】LINEWORKS(ICT 活用)により、早期の情報提供・情報共有・対応の指導。 

 

③ 働きやすい職場環境作り 

【目標】移乗リフトの追加：5 台、移乗リフトの稼働率：100%。有効かつ効果的な活用による生

産性向上と介護負担軽減に努める。 

【方法】機種選定等事前検討は実施済のため、計画的に導入を行う。点検記録等を活用し、稼働率

低下があるリフトは積極的に移設を実施。日常・定期・メーカー点検の徹底。 

 

④ 施設・設備の改善 

【目標】床環境整備を継続していく。(3 居室/年) 

【方法】程度の悪い居室から優先的に施行。但し安全確保のため、動線通路等も考慮。 

 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

【目標】褥瘡発生件数を軽減する。(15 件/年以下、介護の質向上) 

【方法】重度化防止(入所期間延長)のために、現状の早期発見・対応・治癒の流れを継続。重要な

ツールであるエアマットの有効活用・管理・レンタル費削減・中古品購入等を継続。 

【目標】離床率の向上を図る。(2 回/日以上の離床率 60%以上) 

【方法】重度化防止(入所期間延長)、身体機能維持のために、日中の離床を促していく。評価・指

導強化によるケアプラン・訓練計画の見直し、移乗リフトの有効活用等を実施。 

 

 



2. 生産性向上への取り組み 

項目 課題点（BEFORE） 改善（AFTER） 取り組み内容 

① 職場環境の整備 重度化(全介助)進行 介護職および利用者の

負担軽減。 

移乗リフト・全自動体

位変換エアマットの導

入と有効活用。 

②業務の明確化と役割

分担 

（1）業務全体の流れを

再構築 

ショート個別介入訓練

急増(書類含む)。現状の

人員体制では限界。 

3 人→4 人体制とし、確

実な加算取得と書類整

備に努め、業務負担を

軽減。 

新卒・中途の求人を継

続。3 日制/週休継続。求

人活動に PT・OT 追加。 

（2）テクノロジーの活

用 

常に書類整備の遅れが

生じている。 

精神的負担軽減と残業

を無くす。 

テレワーク活用と他部

門への役割分散検討。 

③手順書の作成 加算取得増に伴い加算

業務のマニュアルが整

備されていない。 

加算請求を含めて標準

化。 

業務マニュアル作成。 

④記録・報告様式の工

夫 

書面によるファイル管

理が多い。 

ファイル・ペーパーレ

ス化促進 

クラウド活用により整

理整頓を行う。 

⑤情報共有の工夫 情報共有しない・でき

ない方が多い。 

情報共有を促し、関係

部門全体の業務効率向

上を図る。 

グループラインの活用

と促進。 

⑥OJT の仕組み作り 部門内にOJTの仕組み

がない。 

教育内容を担当制にし

て統一。 

業務マニュアル活用 

⑦理念・行動指針の徹

底 

指示待ち的な動きとな

りやすい。 

自発的に動き、報連相

が徹底できる。 

事業計画の共有。1 回/

月の訓練部門会開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3. 年間行事計画  

月 部門行事計画 防災訓練・感染症

対策 

地域交流計画 職員研修計画 内部監査 

4

月 

・訓練部門会 

・新人オリエン

テーション 

基本感染症対策・

環境消毒(毎日) 

町内会花見 長寿園勉強会・介

護機器基礎研修 

介護機器定期点

検 

5

月 

・訓練部門会 

・外出支援 

基本感染症対策・

環境消毒(毎日) 

・各地区出張講

座 

長寿園勉強会 介護機器定期点

検・メーカー点検 

6

月 

・訓練部門会 基本感染症対策・

環境消毒(毎日)、防

災訓練 

嘔吐処理訓練 

 長寿園勉強会 部門内監査 

介護機器定期点

検・メーカー点検 

7

月 

・訓練部門会 基本感染症対策・

環境消毒(毎日) 

非常災害・机上訓

練 

・各地区出張講

座 

長寿園勉強会・介

護機器基礎研修 

介護機器定期点

検 

8

月 

・訓練部門会 基本感染症対策・

環境消毒(毎日) 

・町内会清掃 長寿園勉強会 介護機器定期点

検 

9

月 

・訓練部門会 

・外出支援 

基本感染症対策・

環境消毒(毎日) 

感染症机上訓練  

・町内会グラン

ドゴルフ 

長寿園勉強会 部門内監査 

介護機器定期点

検 

10

月 

・訓練部門会 基本感染症対策・

環境消毒(毎日) 

防災訓練 

・町内会運動会 長寿園勉強会・介

護機器基礎研修 

介護機器定期点

検 

11

月 

・訓練部門会 

・外出支援 

基本感染症対策・

環境消毒(毎日) 

・各地区出張講

座 

長寿園勉強会 介護機器定期点

検 

12

月 

・訓練部門会 基本感染症対策・

環境消毒(毎日)、防

災訓練 

・町内会清掃 長寿園勉強会 部門内監査 

介護機器定期点

検 

1

月 

・訓練部門会 

・褥瘡予防勉強   

 会 

基本感染症対策・

環境消毒(毎日)、防

災訓練 

 長寿園勉強会・介

護機器基礎研修 

介護機器定期点

検 

2

月 

・訓練部門会 

 

基本感染症対策・

環境消毒(毎日) 

非常災害・机上訓

練 

・各地区出張講

座 

長寿園勉強会 介護機器定期点

検 

3

月 

・訓練部門会 

・外出支援 

基本感染症対策・

環境消毒(毎日)、防

災訓練 

 長寿園勉強会 部門内監査 

介護機器定期点

検・メーカー点検 

※感染症状況により、必要に応じて中止や ICT 活用により実施していく。 

※介護機器定期点検(1 回/月)、メーカー点検(1 回/年、3 メーカー)。記録は、クラウド BOX 内保存。 

 

 



令和 7年度 栄養部門 事業計画（案） 

 

1．中期（令和 6年度～8年度）重点項目 

① 利用者支援の基本目標 

・栄養相談、栄養管理、喫食調査、嗜好調査等行い、安心安全、食べやすい形態、楽

しい食事の提供を行う。 

・ユニット単位のテイクアウト、寿司やスイーツを楽しむ会を実施。雰囲気を変え、

よりおいしく食事を楽しめるように工夫する。 

・利用者の低栄養を防ぎ、より良い生活を送っていただくための栄養ケアプランを作

成、111名全ての利用者様に定期的にモニタリングを実施し、記録の充実を行う。 

・毎月、食事量、水分量の過不足を確認し過剰時は食事調整を、不足時は補助食品の

提供を行うなど、栄養状態の維持・向上に努める。 

・食事摂取状況、体重増減を確認し、他職種チームで総合的にマネジメントする。 

・看取りケアについては、最後までお口から味わう支援、無理をしないで食べたいも

のを食べていただき、身体に負担の無いように一日を大切にしていく。 

・医師、歯科医師、看護師、ケアマネ、介護職、機能訓練指導員等との連携を図り、

役割、記録の精度を高める。義歯の調整をはじめ口腔状態を適切に保ち、肺炎予防、

安全に食事を摂ることができるようチームで取り組む。食事状況の確認のため、週 3

回以上のミールラウンドを行う。 

・透析、糖尿病等で治療食を必要とする方へ適切な食事の提供を行い、健康が維持で

き透析療法等が継続できるように努める。 

・加算算定の検討は、入所時又は状態変化時、認定切れの担当者会議等で行い、医師

の指示のもとケアプランに反映させ加算取得に努める。 

・栄養・食事についての新情報提供を行い、スタッフの質の向上を目指す。 

・在宅系事業所との連携、専門職としての助言を行い自宅での生活を継続出来るよう

に取り組む。グループホームについては月に 1回の訪問をし、栄養管理体制加算の算

定を行う。 

② 人材獲得 ・人材育成とチームワークの強化 

・恵仁会のサービスやセールスポイントを理解し、家族や知人等へ紹介する。 

・新人教育。相手の意見を尊重しながら意見を出し合い、業務分担や業務効率化を図 

り働きやすい環境をつくり育成する。 

・研修（Web 研修含む）に積極的に参加し、学びの機会が多い職場であることを周囲に 

伝える。 

③ 働きやすい職場環境作り 

・テレワークを活用し集中することで業務効率を上げる。定期的に業務の進捗状況を 

確認できる体制を作る。 

・体重、食事・水分摂取量、体調変化等の記録について、システムを有効に活用する 

ことで、通常業務の効率化、他職種連携を図り業務負担を軽減する。 

・注入食発注システムを活用し、自動送信による発注業務を継続する。 

・適正な労務管理を行い定時出社、定時退社に努める。休息時間の適正化。 

・有給休暇を年 5日以上取得しリフレッシュする。 

・ハラスメントに関わる事実確認が出来た場合は、行為者及び被害者に対する措置を



それぞれ適切に行う。 

④ 施設・設備の改善 

 ・防災備品管理室の整備を行う。 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

・入所がスムーズに行われるように、他職種と連携する。（本入所・短期入所） 

・入所待機者の調査にチーム長寿園として同行し、食事状況等の情報共有を行う。 

・入院中の利用者情報を病院から収集し退院後の適切な支援を行う準備をする。 

・物価高騰対策として給食提供業務委託業者との食費見直しを行いつつ、給食業者との良

好な関係を維持し利用者の給食を継続する為に情報共有に努める。 

 ・経口維持加算については、ミールラウンドを行い継続的な経口維持に取り組む。 

 ・看取り期及び褥瘡の発生や改善に関与する専門職としての役割をしっかり果たす。在

宅サービスの機能と連携の強化のためにチーム長寿園として対応していく。 

 ・栄養マネジメント強化加算の算定を R6年 12月より開始。継続して栄養管理を強化し、

書類整備に努める。 

 ・「LIFE」へデータ提出とフィードバックの活用をする。 

2． 生産性向上への取り組み 

項目 課題点（BEFORE） 改善（AFTER） 取り組み内容 

① 職場環境の整備 元厨房の整理整頓 何がどこにあるか把

握でき必要な物を取

り出しやすくする。 

いらないものを捨て

る。定期的に掃除す

る。 

② 業務の明確化と

役割分担 

（1）業務全体の流れ

を再構築 

仕事のムリ、ムダ、

ムラを削減する。 

1 日の業務の流れを

見える化。ムリを削

減。 

業務時間調査を行い

業務量の把握。 

（2）テクノロジー活

用 

褥瘡発生時や状態変

化等の情報漏れがあ

る。 

褥瘡発生時や状態変

化等の情報送信によ

り共有。 

寿 シ ス テ ム や

LINEWORKS・カメラ機

能を活用。情報を得

る。 

③ 手順書の作成 様々な業務について

職員の質の底上げを

したい。 

質や作業時間の差を

なくす。チームワー

クの向上。 

手順書を使用したト

レーニングを行う。 

 

④ 記録・報告様式の

工夫 

新加算がスタート。

帳票記入に不安あ

り。 

記録業務の負担軽

減。 

定型文のルール化。 

記入日のルール化。 

⑤ 情報共有の工夫 情報共有のタイムラ

グを解消したい。 

情報の収集と共有が

同時にできる。 

報告連絡の効率化。 

LINEWORKS による一

斉同時配信。 

⑥ OJT の仕組み作

り 

4 月に新人が入職予

定。人材育成を行う。 

教育スキルを持つリ

ーダーを育成。 

一貫した人材育成の

仕組み（目標や内容、

手順）を作る。 

⑦ 理念・行動指針の

徹底 

不測の事態にも職員

は焦らず行動できる 

優先を考え自律的な

行動がとれる。 

理念や行動指針に立

ち戻る癖をつける。 



3． 年間行事計画  

 部門行事計画 防災訓練・感染症

対策 

地 域 交 流

計画 

職員研修計画 内部監査 

4月 人事考課 

 

 オ レ ン ジ

カフェ 

長寿園勉強会 

 

プラン・加

算関係 

5月 部門勉強会 

（療養食加算） 

備蓄食品の確認 

と補充 

オ レ ン ジ

カフェ 

長寿園勉強会 

 

 

6月 厨房保守点検 

 

嘔吐処理訓練 オ レ ン ジ

カフェ 

長寿園勉強会 

 

 

7月  非常災害・机上訓

練 

オ レ ン ジ

カフェ 

長寿園勉強会 

 

 

8月  職員利用者検便 オ レ ン ジ

カフェ 

長寿園勉強会 

 

 

9月 部門勉強会（栄

養強化加算） 

感染症机上訓練 

 

オ レ ン ジ

カフェ 

長寿園勉強会 

 

プラン・加

算関係 

10月 人事考課 

厨房保守点検 

防災訓練 オ レ ン ジ

カフェ 

長寿園勉強会 

 

 

11月   オ レ ン ジ

カフェ 

長寿園勉強会 

 

 

12月   ク リ ス マ

ス会 

長寿園勉強会 

 

 

1月 部門勉強会（経

口維持加算） 

備蓄備品の確認 

と補充 

オ レ ン ジ

カフェ 

長寿園勉強会 

 

 

2月 嗜好調査 非常災害・机上訓

練 

オ レ ン ジ

カフェ 

長寿園勉強会 

 

 

3月 家族会・栄養相

談 

防災訓練 オ レ ン ジ

カフェ 

長寿園勉強会 

 

 

  ※水質検査・害虫駆除・衛生チェックは毎月実施する。 

  ※各ユニット実施によるイベントの協力は随時行う。 

  ※地域交流は感染症が落ち着いている時期を判断し、感染対策を行い実行する。 



令和 7年度 相談員・ケアマネ部門 事業計画(案) 

 

１. 中期(令和 6年度～8年度)重点項目 

①利用者支援の基本目標 

 ・入所相談や契約などの説明時は、相手の理解度に合わせて写真や動画を活用し親切丁寧な

説明を心掛ける。 

・利用者・家族・職員の意見を調整し、利用者の状態に合わせて計画的な支援の実行と同意

書の整備を行う。各加算取得要件を把握した上でアセスメントを行い、個々の状態や利用

者・家族の意向等に合わせて、適切な加算取得に努めることでケアの質を高める。また、

個別性のあるケアプランの作成をする。 

・介護記録システムを活用し、支援内容を確認。現場へ支援のアドバイスを行い、適切な支

援の提供に努める。 

・入院時は多職種および病院と連携をしながら、適切な退院支援を行う。また、空所利用を

活用し居室を必要な利用者に社会資源として適切に使用する。 

②人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

・記録システムにより速やかに支援状況を確認し、根拠に基づく介護になっているか指導し、

介護職のアセスメント能力の向上を図り、現在配属されている職員を大切に育てる。 

・実習生の受け入れを行う中で、施設の特色を PRする。 

・各職種の役割を活かし利用者の抱える課題を解決する中で、職員に成功体験を積み重ねて

もらい、業務を遂行するための能力向上を目指す。 

・ケアプランの内容を振り返る際、根拠資料となる記録の内容や、課題分析後の支援内容に

ついてアドバイスを行う。 

③働きやすい職場環境作り 

・介護部門と連携し、見守り支援などのシステムデータをもとに利用者の状態把握を行い、

適切なプラン作成や退所の状況を予測しながらスムーズな入所受け入れに繋げる。 

・会議の際に ZOOM等の活用やテレワークを活用しデスクワークの管理を行うことで、定時出

勤定時退社に努め、労務管理の申請や業務などについて気兼ねなく相談し合える環境を維

持する。 

④施設・設備の改善 

 ・電子機器の使用年数を把握し、交換時期の際は統合リスク管理室と協議をしながら、今後

の運用を見据えた買い替えを行う。 

 ・利用者の面会環境を再検討し、感染症対策と折り合いをつけ必要に合わせて快適に面会を

していただける環境を整備する。 

 ⑤入居率・稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

・入所稼働率 99.1％を目指す。退所後および入院時、ショートステイの空所利用を活用し適

切なベッドコントロールを行う中で年間の空所日数を減らし、新規入所までの期間を 4.5

日以内で調整していく。 



・現状の申し込み状況から、看取りから特例入所対象者まで柔軟に受け入れができるように

適切な情報収集を行う。また、医療機関の回復期や慢性期病棟からの受け入れ以外にも、

急性期患者の早期退院支援に関しても後方支援として介護サービスの案内を行い、介護医

療の連携促進に努める。 

・入所申込相談を受け付け後、アセスメント調査を随時行い、外部からの申込者については

恵仁会のサービスで支援できないか検討し、住み替えを視野に利用者確保を行う。 

・部門内のミーティングにおいて、入所検討委員会の結果をもとに調査対象者選定及び調査

者の確保について協議し、計画を立て待機者確保を行う。 

・療養会議時に恵仁会入所施設の空所状況を共有し、適切な退院支援を行う。入院に伴う空

床は年間 100日以内を目標とする。 

・共有すべき利用者情報はデータで管理し、ペーパーレス化をはかる。 

・外部への情報収集については動画や画像を共有することにより車両の使用を減らす。 

 

２．生産性向上への取り組み 

項目 課題点（BEFORE） 改善（AFTER） 取り組み内容 

①職場環境の整備 机やその周囲に書類や

ファイルが溜まりやす

い。 

仕事環境が整理され

た状態となる。 

②（1）の業務の再構築の

もと、ファイル整備の時

間を作る。 

②業務の明確化と役

割分担 

（1）業務全体の流れ

を再構築 

ケアマネ、相談員、シ

ョート相談員と互いに

フォローしているが、

個々の業務に滞りがあ

る。 

人員配置を含め検討

し、ムダ、ムラ、ムリ

が無いような業務を

再構築する。 

仕事の割り振りを再検

討する。 

状態確認や契約説明の

短縮 

（動画や説明文書） 

（2）テクノロジーの

活用 

眠りコネクトで分析な

どの十分な活用ができ

ていない。 

眠りコネクトの情報

を参考に支援の見直

しができる。 

モニタリングや、担当者

会議時にデータを共有

し、多職種で参考する。 

③手順書の作成 それぞれの業務内容を

把握できていない。 

職員の業務を可視化

できるツールを作成

する。 

ICTの活用か、すぐ確認

できるホワイトボード

の活用を検討。 

④記録・報告様式の

工夫 

入所相談などの聞き取

り内容が紙ベースで保

管されている。 

入所相談内容がデー

タでいつでも確認で

きる。 

記録システム、あるいは

クラウド上の管理を検

討する。 

⑤情報共有の工夫 LINEWORKS での情報が

共有されているかわか

らない。 

LINEWORKS で必要な情

報共有が適切にでき

ている。 

確認後は必ずスタンプ

で意思表示するように

する。 

⑥OJTの仕組み作り 業務に追われ十分な面

談ができていない。 

互いにスーパーバイザ

ーとなれる。 

部門ミーティングで相

談対応を共有し対応を



振り返る。 

⑦理念・行動指針の

徹底 

イレギュラーな相談対

応時に判断に迷う。 

対応方法を統一する。 ⑥の振り返りで対応方

法を共通理解する 

 

 

３．年間行事計画  

  部門行事計画 防災訓練・感染症対策 地 域 交

流計画 

職員研修計画 内部監査 

4月 新入職員オリエン

テーション 

   長寿園勉強会 内部監査 

（進捗確認） 

5月 入所検討委員会 
 

 長寿園勉強会  

6月   嘔吐処理訓練   長寿園勉強会 内部監査 

（プラン関係） 

7月 
 

非常災害・机上訓練  長寿園勉強会  

8月 入所検討委員会     長寿園勉強会  

9月 
 

感染症机上訓練 

  

 長寿園勉強会 

 

 

10月 内部監査 防災訓練  長寿園勉強会  

11月 入所検討委員会 
 

小 学 校

交流会 

長寿園勉強会  

12月      長寿園勉強会 内部監査 

（利用者台帳

関係） 

1月 
 

   長寿園勉強会  

2月 家族会案内 

入所検討委員会 

非常災害・机上訓練  長寿園勉強会  

3月 家族会 防災訓練  長寿園勉強会  

※施設管理・相談・ケアマネ会議は毎月実施する。 

※基本的な感染対策及び協同による消毒は毎日行う。 

※家族会ほか、集団で集まる行事に関しては、感染症の流行状況を確認し、感染対策を行い実施

する。 



令和 7年度 ショートステイ 事業計画（案） 

 

1. 中期（令和 6年度～8年度）重点項目 

① 利用者支援の基本目標 

・医療的ニーズの高い利用者を含め、中重度の利用者受け入れが行える体制を整える。 

・経管栄養、吸引等への対応や看取り期の対応等研修や勉強会参加をし、技術向上を図る。 

・医療ニーズへの対応や認知症状に対する支援の方法等、多職種で連携し課題分析や支援 

を行い、自立支援や重度化防止を図り在宅生活継続の限界点を高めることができるよう 

支援する。支援方法については、ご家族や関係機関との情報共有を行っていく。 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

・恵仁会のサービスやセールスポイントを理解し、家族や知人等へ紹介する。 

・疾患に対する知識、介護技術、コミュニケーション技術等、個々の課題に対し、専門職 

からのアドバイスや勉強会の実施を行い、不安解消、スキルアップに繋げる。 

・関係職員が、実際に生活している環境（自宅）で、利用者・家族の意向を聞く機会を設 

けることで、どのような支援が必要であるか個別ケアについて考える機会を作る。また 

他事業所の役割や業務について知ることで人材育成に繋げる。 

③ 働きやすい職場環境作り 

・利用予定や送迎、食事数を一括して管理・把握できるようアプリを活用し、関係職種で 

情報共有を行う。また送迎表作成や食事発注にかかる時間短縮に繋げる。 

・契約書・ケアプランの電子署名、電子媒体で保管、請求書・領収書の電子化に取り組む。 

・ボイスファンの活用により、文章入力の時間の短縮を図る。 

・利用者の利用状況、支援状況確認の際に、支援を行う職員に対して身体的、精神的負担 

がないかの確認を行い、リフトや生体センサーの活用での身体的負担軽減や精神的負担 

の要因を把握し、必要があれば早期に対応を行う。 

④ 施設、設備の改善 

・電子機器を多く活用している為、コンセントの確認は、こまめに行い不備があれば交換 

を行う。 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

・年間稼働率 92％を目指す。 

・医療ニーズの高い方への受け入れを積極的に行い、医療連携強化加算月 7 名を目指す。

個別機能訓練加算月平均延べ 170名、生活機能向上連携加算月平均 30名の取得。 

・外部居宅ケアマネジャーやご家族への利用説明時に、利用期間について柔軟な対応が可 

能であることや、施設入所の利用相談、対応を行い、ショートステイや入所施設の待機 

者獲得に繋げる。各入所施設の待機情報の把握を行いながら、入所への移行が円滑に行 

えるよう事業所への情報提供を行っていく。 

 

 



・退院後や機能低下等在宅生活に不安がある方に対し、1日の生活状況の把握、健康管理や 

睡眠状況、身体機能・生活動作に関する評価や環境の工夫について、各職種から提案を 

行い、適切なサービスの提案、紹介に繋げていく。 

・計画書等電子化によるペーパレス化の実施 

・各ユニットのホールや廊下、居室の電気の確認やエアコンの温度設定のこまめな確認を 

行う。 

 

2. 生産性向上への取り組み 

項目 課題点（BEFORE） 改善（AFTER） 取り組み内容 

① 職場環境の整備 机の上に書類を置いて、

席を離れていることが

ある 

個人情報の管理 棚に直す習慣をつける、

１つずつ業務を行うよう

にする 

②業務の明確化と役

割分担 

（1）業務全体の流れ

を再構築 

関係職種へ伝達事項が、

しっかり伝わっておら

ず、毎回確認作業が発生

している 

伝達事項を職員間

で共有、実施でき

る 

LINE WORKS のグルー

プの活用 

（2）テクノロジーの

活用 

送迎表作成、食事発注に

時間がかかる 

送迎表作成、食事

発注の時間短縮 

一括して管理が行えるア

プリの活用 

③手順書の作成 設定期日内で書類作成

が行えていない 

毎月の業務が設定

期日内に行える 

ボイスファンを使用し、

入力作業の時間短縮 

④記録・報告様式の工

夫 

実施記録から、日々の状

況を読み取れず、職員へ

の聞き取りが必要であ

る 

実施記録から、報

告書作成が行える 

記録の見直し（サービス

内容の項目見直し） 

⑤情報共有の工夫 情報共有に申し送りの

エ ク セ ル と LINE 

WORKS の 2 種類使用

しており、伝達が出来て

いない事がある 

伝達漏れが無くな

る 

伝 達 ツ ー ル を LINE 

WORKS のグループ活用

のみにする 

⑥OJT の仕組み作り 中重度者受入れの体制

作り 

職員の不安軽減、

利用者の受入が柔

軟に行える 

経管栄養、吸引の対応や

看取り期、認知症の方の

対応方法を学ぶ機会作り

（研修、勉強会参加） 

⑦理念・行動指針の徹

底 

利用者の生活背景、在宅

生活の継続にむけた支

援の提供 

利用者の在宅生活

が 

継続できる支援に

繋がる 

在宅生活を見据えた支援

方法の共有と利用状況に

ついての情報発信をご家

族、関係事業所へ行う 



3. 年間行事計画 

  事業所行事計画 防災訓練・感染症対

策 

地域交流

計画 

職員研修計画 内部監査 

4月 新人職員オリエン

テーション 

 

  長寿園勉強会  

5月    長寿園勉強会  

6月  嘔吐処理訓練 

レジオネラ検査 

 長寿園勉強会 内部監査 

（プラン

関係） 

7月  非常災害・机上訓練  長寿園勉強会  

8月    長寿園勉強会  

9月 アンケート実施 

 

感染症机上訓練 

 

 長寿園勉強会  

10月 内部監査 防災訓練  長寿園勉強会  

11月 
 

 

 

鹿屋小交

流会 

長寿園勉強会  

12月    長寿園勉強会 内部監査 

（利用者

台 帳 関

係） 

1月    長寿園勉強会  

2月  非常災害・机上訓練  長寿園勉強会  

3月 家族会 レジオネラ検査 

防災訓練 

 長寿園勉強会  

※施設管理・相談・ケアマネ会議、ケアマネ勉強会を毎月実施する。 

※基本的な感染対策及び共同による消毒は毎日行う。 

※家族会や地域交流は感染症が落ち着いている時期を判断し感染対策を行い実行する。 



令和７年度 教育部門 事業計画（案） 

 

１．中期目標（令和６年度～８年度）重点目標 

① 利用者支援の基本目標 

・利用者やご家族が不快にならないように接遇面の教育を徹底していく。 

・利用者の立場に立ちニーズに沿った満足のいくサービスを提供出来るように、オン 

ライン研修や外部研修の受講により職員の資質向上に努める。 

・看取り支援中の方々の意向に沿ったケアの提供と、看取り支援プロジェクトチーム 

と共同し看取り支援に適した環境を整えご家族のグリーフケアに努める。 

 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

・ハローワーク活動や就職面談会に出向き経験者採用の確保に努める。 

・学校や就職面談会時、自施設が導入している福祉器具天井走行式リフト・眠りコネ 

クト等、動画を用いて説明し身体的負担の軽減や業務効率化が図れていることをア 

ピールする。 

  ・エルダー制度と OJT を組み合わせ、段階的にスキルアップの向上を図る。 

  ・新卒者についてはエルダーと進捗状況の確認を行い、課題抽出及び解決に取り組 

む。また２年間継続し定期的に面談することによりメンタル面のフォローを行う。 

  ・オンライン研修や学研介護サポート（eラーニング）を活用し、個々のスキルアッ 

プの向上を図る。 

  ・技能実習生育成の為、実習指導員やユニットスタッフと進捗状況を確認しながら計 

画的に進めて行く。また実習生とコミュニケーションを図り仕事面・生活面でのア 

ドバイスやフォローを行う。 

・介護技能実習生育成の為、１期生の協力を貰いながら２ヶ月又は３ヶ月毎に勉強会 

を開催する。 

 

③ 働きやすい職場環境作り 

・LINEWORKS や記録システムを活用し、情報共有の効率化、利用者の情報や状態把握 

に努め、アドバイスを的確に行い、各職員が働きやすいようにしていく。 

 ・仕事のやりがいや働き甲斐を感じる職場にするために、円滑なコミュニケーション 

が図れるようにサポートする。 

  ・ハラスメント防止の為、年１回外部講師を招いて研修を行い職員全員に周知する。 

 

④ 施設・設備の改善 

・ラウンド時、壁紙の剥がれや、コンセント等の確認を行い不備があれば施設管理に 

相談し、対応していく。 



⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

・毎月の主任ミーティングや在宅会議に参加し、稼働率の情報収集行い必要に応じて 

調査に出向く。 

  ・電気代削減として必要な個所以外の無駄な電気を使用しない等、節電意識を個々に

定着させる。 

  ・物品倉庫の品物は、予算内に収まるように１階と２階の在庫調整を行う。 

 

２． 生産性向上への取り組み 

項目 課題点（BEFORE） 改善（AFTER） 取り組み内容 

①職場環境の整備 物品倉庫の整理整

頓 

必要な物がすぐに

取れるようになる 

５S活動を行う 

②業務の明確化と役

割分担 

求人活動の明確化 

 

適切な役割分担を

行う 

総務課と年間計画

の作成 

③手順書の作成 複数の面談会や企

業説明会に参加し

ている 

企業説明会等取り

こぼしなく参加出

来る 

年間計画書を作成

する 

④記録・報告様式の

工夫 

口頭での報告もあ

った 

情報の漏れが無く

なる 

システム活用を心

がけ、現状でｈ報

告、申請できない

ものは電子化を検

討していく。 

⑤情報共有の工夫 技能実習生に詳細

な情報が伝わりに

くい 

翻訳アプリを使い

説明 

情報や内容の理解

度を高める 

⑥OJT の仕組み作り 職員の指導にバラ

つきがある 

教育内容と指導法

を統一する 

キャリア段位のチ

エック項目に沿っ

て評価する 

⑦理念・行動指針の

徹底 

働く職員を大切に

する 

職員の定着を図る 細目にコミュニケ

ーションを図る 

 

 

 

 

 

 

 



３．年間行事計画 

 事業所行事計画 防災訓練・

感染症対策 

地域交流 

計画 

職員研修 

計画 

内部監査 

４月 新人オリエンテ

ーション 

  高齢者虐待・身

体的拘束適正化 

研修受講状況

確認 

５月    認知症ケア 研修受講状況

確認 

６月  嘔吐処理訓

練 

 

 感染症予防及び

食中毒予防・ガ

ウンテクニック

訓練 

研修受講状況

確認 

７月  非常災害・

机上訓練 

特別支援学校

交流会 

リスク管理 

非常災害時研

修・机上訓練 

研修受講状況

確認 

８月    プライバシー保

護 

研修受講状況

確認 

９月  レジオネラ

検査 

感染症机上

訓練 

秡川町内会グ

ランドゴルフ 

感染症予防及び

食中毒予防 

・机上訓練 

研修受講状況

確認 

１０月 内部監査 防災訓練 鹿屋小交流会 高齢者虐待・身

体的拘束適正化 

研修受講状況

確認 

１１月    看取り支援 研修受講状況

確認 

１２月    リスク管理 研修受講状況

確認 

１月    褥瘡予防 

ハラスメント及

び精神的ケア 

研修受講状況

確認 

２月  非常災害・

机上訓練 

 非常災害研修 

及び机上訓練 

研修受講状況

確認 

３月  レジオネラ

検査 

防災訓練 

 医療に関する研

修及び緊急時の

対応 

研修受講状況

確認 

 



令和 7 年度 施設管理部門 事業計画（案） 

 

 

1． 中期（令和 6 年度～8 年度）重点項目 

 

① 利用者支援の基本目標 

・安心安全な送迎を実施して、利用者に対する信頼感を向上する。 

・園内の不具合を早急に発見して早期復旧を図る。 

・良好な生活環境を提供するために、環境整備を行う。 

 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

・明るい人間関係を醸成する。 

・部署の業務状況や恵仁会での取組をアピールし、施設管理業務や社会福祉に興味を持っても 

らう。 

 

③ 働きやすい職場環境作り 

・過去の特異な作業の実施要領を文書化し保管。 

・業者を有効に活用して、業務の効率化を図る 

・倉庫の整理整頓、不要なものは破棄を行い、工具類がすぐに使用できる環境をつくる。 

 

④ 施設・設備の改善 

・施設機器（自家発電機やポンプ等）に関し、自分達で行える日常点検項目を業者へ確認し、 

 定期点検を実施する。 

・定期的に建物内点検（壁紙の剥がれや汚れ、コンセントタップの割れ等）を行い、不良個所 

があった際は、対応又は業者依頼行う。 

 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

・安全な送迎により恵仁会の評価を高める。 

・地域貢献を実施して恵仁会をアピールする。 

・良好な生活環境を作り居心地の良い空間を作る。 

 

2. 生産性向上への取り組み 

項目 課題点（BEFORE） 改善（AFTER） 取り組み内容 

① 職場環境の整備 整理整頓ができていな 

いため、資料を探すの 

に時間がかかる 

何がどこにあるか、す 

ぐに把握できるように 

なる 

5S 活動（整理・整頓・ 

清掃・しつけ）、居室担 

当制よる居室環境の整 

備 

②業務の明確化と役割

分担 

（1）業務全体の流れを

再構築 

業務が明確化  されて

いない（送迎） 

業務を明確化し、適切 

な役割分担を行い、残 

業をなくす 

事前ミーティングの実

施。状況によっては、現

場実習行い、送迎時の

移乗等に関する不安を 

なくす 

（2）テクノロジーの活

用 

作業中の施設管理間で

の連絡（手が止まる） 

インカムを利用したタ 

イムリーな情報共有 

インカム・トランシー

バーの導入 



③手順書の作成 個人の力量さがあり、

作業において、できる、

できないが生じる 

作業工程の統一 業務マニュアルの作成 

④記録・報告様式の工

夫 

手書きの記録が多い PC 入力ができるよう

にする。 

PC 操作の勉強会 

⑤ 情報共有の工夫 活動している職員に対 

して、それぞれ個別指 

示 

インカムを利用したタ 

イムリーな情報共有 

インカム・トランシー

バーの導入 

⑥ OJT の仕組み作り 送迎時の移乗介助等の

不安 

対象利用者の把握し、

対応。不安軽減を図る。 

ユニット実習行う。 

⑦理念・行動指針の徹

底 

イレギュラーな事態が 

起こると職員が自身で 

判断できない 

組織の理念や行動指針 

に基づいた自律的な行 

動 

年度目標の共有、面談

の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3. 年間行事計画  

 事業所行事計画 防災訓練・感染症

対策 

地域交流計画 職員研修計画 内部監査 

4

月 

給湯器清掃 

次亜塩素点検 

避難経路の整理整

頓 

発電機燃料点検 

サロンドライ

ブ 

法人勉強会 書類点検 

（運行日誌、点検

表） 

5

月 

エアコンフィル

ター清掃 

給湯器清掃 

避難経路の整理整

頓 

サロンドライ

ブ 

法人勉強会  

6

月 

給湯器清掃 避難経路の整理整

頓 

車載用嘔吐処理セ

ットメンテナンス 

サロンドライ

ブ 

法人勉強会  

7

月 

給湯器清掃 

次亜塩素点検 

避難経路の整理整

頓 

サロンドライ

ブ 

法人勉強会  

8

月 

給湯器清掃 避難経路の整理整

頓 

サロンドライ

ブ 

法人勉強会  

9

月 

給湯器清掃 避難経路の整理整

頓 

サロンドライ

ブ 

法人勉強会 

 

書類点検 

（運行日誌、点検

表） 

10

月 

エアコン清掃 

給湯器清掃 

次亜塩素点検 

避難経路の整理整

頓 

サロンドライ

ブ 

法人勉強会  

11

月 

イルミネーショ

ン設置 

給湯器清掃 

避難経路の整理整

頓 

車載用嘔吐処理セ

ット 

メンテナンス 

サロンドライ

ブ 

法人勉強会  

12

月 

給湯器清掃 避難経路の整理整

頓 

サロンドライ

ブ 

法人勉強会  

1

月 

エアコンフィル

ター清掃 

給湯器清掃 

次亜塩素点検 

避難経路の整理整

頓 

サロンドライ

ブ 

法人勉強会  

2

月 

給湯器清掃 避難経路の整理整

頓 

サロンドライ

ブ 

法人勉強会  

3

月 

給湯器清掃 避難経路の整理整

頓 

サロンドライ

ブ 

法人勉強会  

 



令和 7 年度 指定居宅介護支援事業所鹿屋長寿園 事業計画（案） 

 

 

1． 中期（令和 6 年度～8 年度）重点項目 

 

① 利用者支援の基本目標 

・利用者のニーズに沿った適切なサービスを提供するため、医療をはじめとした多職種と連携 

を図り、利用者が自立した生活を営めるよう、ケアマネジメントを実施する。 

・利用者・家族の良き相談相手になり、必要な情報提供、迅速な連絡調整・対応を行い、可能 

な限り住み慣れた自宅で安心して生活が送れるように支援を行う。 

・介護予防・軽度の要介護認定時期から関わりを持ち支援を行い、重度になっても支援できる 

体制を整え、利用者・家族が戸惑うことなく相談等ができ、継続したケアマネジメントが行 

えるようにする。 

 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

・研修会への参加や実習生の受け入れ等を通じてケアマネジャーの魅力を伝え、ケアマネジャ 

ーを目指したいと思う人材を増やし就職に繋がるように多職種との良好な関係を築く。 

・職員によって差のない質の高いケアマネジメントが行えるように自己研鑽すると共に、ヤン 

グケアラー・障害者、生活困窮者、難病患者等、他制度に関する事例検討会、外部研修等に 

参加する。多様化・複雑化する利用者・家族の課題に対応できるようにしていく。身につけ 

た知識・技術を職員同士で共有し互いの知識向上に努める。新たに主任ケアマネジャー1 人 

加わり 3 人体制で協働しながら助言や指導を行い、今後も主任ケアマネジャー増員に向けて 

育成を行っていく。 

 

③ 働きやすい職場環境作り 

・利用者・家族、関係機関との連絡方法等について、電話や紙媒体に変わり、メールや LINE  

WORKS 等電子媒体を活用し、業務の効率化、生産性向上を図る。 

・感染症の感染リスクを減らす、災害時でも業務継続が行えるように、ケアマネジメント業務 

を定期的に在宅ワークで行う。リモートでの研修参加や担当者会議の開催、情報交換・共有 

を図るようにする。 

・定時退社できるように意識を持ち、効率的な業務に努める。 

・急な新規受け入れや担当者の状態変化、緊急対応時等、やむを得ない場合には時間外勤務と 

なるが、管理者は時間外勤務が定常化していないか職員状況を把握し、必要に応じて見直し 

を行う。 

・個人の業務内容が適正か、過度なストレスがかかっていないか、メンタル面の把握を行い、 

適正な業務量配分を考え、仕事の質の向上を目指す。 

・計画的に 5 日間以上の有給休暇が取得できるようにし、ケアマネ間で協力して不在時の対応 

を行い。個人の負担とならないように意識を持つようにする。 

 

④ 施設・設備の改善 

・パソコン等電子機器が適切に使用できているか業務に支障はみられていないか、車両に不備 

はないか、等確認し、必要な場合購入・入替を行う。 

・ケアマネジャーの人数に応じた車両・備品等であるか確認し、適した毎月の支出となるよう 

に見極める。 

 



⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

・病院関係者・鹿屋市地域包括支援センター・老健等施設関係者と顔の見える関係性作りに努 

め、新規利用者の相談がもらえるように連携を図る。 

    ・稼働件数ケアマネ一人平均 32 件を目標にし、安定した事業運営が行えるようにする。 

・介護予防支援の委託を受け担当し、要介護認定になった際も継続した支援を行えるようにす 

る。又、要支援・要介護の夫婦等、同じケアマネジャーが担当することで利用者・家族が戸 

惑いなく相談ができ関係性を保ち対応できるようにする。 

・訪問の効率化、燃料費削減のため、可能な限り担当利用者の地域を統一する。 

・燃料費削減のため、オンライン研修・会議の活用、代行で行える業務の外出は協力して行う 

ようにする。適正温度でエアコンを使用し電気代の経費削減を行う。 

・ケアプランデータ連携システムの活用件数を増やし、業務効率化とコスト削減、効率的かつ 

安全な書類の受け渡し、転記ミスの防止を図る。 

・笠之原地区のオレンジカフェに協働して参加し、地域の方との関りを通じて相談がしやすい 

 ケアマネジャーとなり、新規利用者獲得に繋げることができるようにする。 

 

 

2. 生産性向上への取り組み 

項目 課題点（BEFORE） 改善（AFTER） 取り組み内容 

① 職場環境の整備 終了分の書類等廃棄す

るまで保管しておく場

所がなく置き場に困っ

ている 

物置・収納庫を準備し

て書類が片付けられる 

年度に 1 回廃棄する時

期を決めており、その

時に片づける 

②業務の明確化と役割

分担 

（1）業務全体の流れを

再構築 

自事業所独自のマネジ

メント業務に関する新

人教育指導書がない 

指導者が一様に教育で

きる 

新人ケアマネ用のマネ

ジメント業務に関する

マニュアル作成 

（2）テクノロジーの活

用 

電子契約ができていな

い 

電子契約の件数を増や

す 

各ケアマネが取り組め

るように勉強会実施 

③手順書の作成 役割分担している担当

者以外の者が対応でき

ないことがある 

業務を明確化して、誰

でも対応できるように

する 

各担当者が役割ごとに

マニュアルを作成 

④記録・報告様式の工

夫 

外出先での隙間時間を

有効活用できていない 

ノート PC やタブレッ

ト端末による記録（音

声入力含む） 

新システムでの入力活

用 

⑤情報共有の工夫 伝達が全員に伝わって

いないことがある 

全員が把握できるよう

に情報共有 

LINE WORKS のグル

ープライン活用 

⑥OJT の仕組み作り 職員の教え方や考え方

に差がある 

指導方法を統一し、指

導者も一緒に成長 

新人用マニュアル活

用。自事業所の役割を

共有 

⑦ 理念・行動指針の徹

底 

イレギュラーな事態が

起こると、職員自身で

判断できない 

組織の理念や行動指針

に基づいた自律的な行

動 

法人・自事業所の目標・

理念を共有。面談の実

施。 

 

 



 

3. 年間行事計画  

 事業所行事計画 防災訓練・感染症

対策 

地域交流計画 職員研修計画 内部監査 

4

月 

  オレンジカフ

ェ参加 

事業所研修  

5

月 

相談苦情・安全管

理委員会 

  事業所研修  

6

月 

感染対策委員会、

虐待防止委員会 

BCP 研修 他法人居宅と

意見交換会 

事業所研修 

鹿屋市東部地区研修会 

県介護支援専門員研修 

 

7

月 

  オレンジカフ

ェ参加 

事業所研修  

8

月 

相談苦情・安全管

理委員会 

  事業所研修 事業所内で

実施 

9

月 

特定事業所集中

減算書類提出 

感染症訓練 オレンジカフ

ェ参加 

事業所研修  

10

月 

   事業所研修 

ヤングケアラー・生活

困窮者等研修会 

権利擁護・虐待防止研

修会 

 

11

月 

相談苦情・安全管

理委員会 

BCP 訓練 他法人居宅と

意見交換会 

事業所研修 

鹿屋市東部地区研修会 

県介護支援専門員研修 

 

12

月 

感染対策委員会、

虐待防止委員会 

感染症研修 オレンジカフ

ェ参加 

事業所研修  

1

月 

   事業所研修 

ハラスメント研修 

 

2

月 

相談苦情・安全管

理委員会 

 他法人居宅と

意見交換会 

事業所研修 

鹿屋市東部地区研修会 

県介護支援専門員研修 

 

3

月 

特定事業所集中

減算書類提出 

 オレンジカフ

ェ参加 

事業所研修  

 

 



令和 7 年度 介護保険相談センターかのや 事業計画（案） 

 

 

1． 中期（令和 6 年度～8 年度）重点項目 

 

① 利用者支援の基本目標 

 利用者ご家族に常に親切丁寧な態度で接し、断らない事をモットーにして利用者家族の生活 

の意向に沿った満足できる質の高い、迅速なサービスを提供していく。その為には、法人内各 

サービス事業所や、医療・介護・福祉・包括・行政と連携を図り必要に応じては利用者家族の 

支援まで対応していく。 

 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

 人材確保に向けては、ケアマネ実務研修での細やかな指導及でケアマネ業務のやりがいや魅

力など伝えていく、又法人内からケアマネをやりたいと言ってもらえる様にアピールしていく。   

人材育成においては、法人内外の多種多様な研修に参加してもらいスキルの維持向上を進め

ていく。個人の資格取得に向けての学習等では業務量の見直し、調整を行い学習しやすい職場

環境を提供していく。 

 

③ 働きやすい職場環境作り 

 担当利用者の振り分けや業務担当を公平に割り振り不公平感のない職場環境と有給取得を促

していく。また、カスタマーハラスメントに対しては迅速に管理者が対応し職員の負担を取り

除く。テレワークでの効率的な業務や、職員間の連携を深め担当者が同僚に気軽に頼み事がで

きる職場を目指す。 

 

④ 施設・設備の改善 

動作が重たくなってきているパソコンを順番に入れ替えて作業の効率を図る。 

電気代削減のために電灯の LED 化を進める。 

 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

 利用者月平均稼働件数 35 件と、特定事業所医療介護連携加算の取得に向けてターミナル加

算 15 件の算定を目標に、包括支援センターや医療機関・在宅診療医への営業・連携を続けて

いく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2. 生産性向上への取り組み 

項目 課題点（BEFORE） 改善（AFTER） 取り組み内容 

① 職場環境の整備 清掃分担化ができて

いない、4 月から範囲

が拡大となり清掃負

担が増える 

作業の均等化 当日の朝礼で各自の分

担を決める 

②業務の明確化と役割分

担 

（1）業務全体の流れを再

構築 

消耗品（事務用品と衛

生用品）発注役割が明

確にされていない 

役割担当者の明確化 衛生用品の担当者を勤

務表順から半年毎の担

当制にしていく 

（2）テクノロジーの活用 手順に手間がかかる、

契約者がデジタル対

応するスマホの操作

ができない、持ってい

ないなどで契約の電

子化が普及で来てい

ない 

契約件数を増やしてい

く 

作業手順を習得し電子

契約が可能な対象者か

ら進めて電子契約件数

を増やす 

③ 手順書の作成 物品購入や日用消耗

品の購入者を明確化

していない 

期間での役割分担制に

して誰でも携われる様

にしていく 

半年毎で担当を決めて

遂行している 

 

④ 記録・報告様式の

工夫 

起動に手間がかかる

事でノートＰＣを使

っての訪問時直接記

録が進まない 

担当者会議から活用し

ていく 

活用を増やして事業所

での記録時間の短縮を

図る 

⑤ 情報共有の工夫 外部事業所との電話

を使っての情報共有、

連絡調整に手間がか

かる 

LINE WORKS のトー

クを利用 

事業所に対応の相談を

していく 

⑥ OJT の仕組み作

り 

新規入職者には主任

ケアマネの担当者を

つけて育成する仕組

みがある 

育成マニュアルを活用 課題が出てきたら都度

修正対応していく。 

⑦ 理念・行動指針の

徹底 

不測の事態が起こっ

た際の判断が難しい 

組織に基づいた運営の

徹底 

法人理念や法令順守し

た業務の継続、何か生

じた際は迅速対処 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 3. 年間行事計画  

 事業所行事計画 防災訓練・感染症

対策 

地域交流計画 職員研修計画 内部監査 

4

月 

在宅会議 感染症実技  感染症訓練 

毎週火曜日特定

事業所研修 

 

5

月 

在宅会議   生活困窮者支援 

毎週火曜日特定

事業所研修 

事業所内部監査 

6

月 

在宅会議 感染症委員会・机

上訓練 

虐待委員会 

 感染症研修 

毎週火曜日特定

事業所研修 

 

7

月 

在宅会議  地域居宅間事

例検討会 

栄養（口腔機能） 

毎週火曜日特定

事業所研修 

 

8

月 

在宅会議 災害研修  BCP 災害 

毎週火曜日特定

事業所研修 

 

9

月 

在宅会議   ヤングケアラー 

毎週火曜日特定

事業所研修 

 

10

月 

在宅会議 災害訓練  難病・障害 

毎週火曜日特定

事業所研修 

 

 

11

月 

在宅会議  地域居宅間事

例検討会 

感染症 

毎週火曜日特定

事業所研修 

事業所内部監査 

12

月 

在宅会議 感染症委員会 

虐待委員会 

 交通安全 

毎週火曜日特定

事業所研修 

 

1

月 

在宅会議   高齢者虐待、権利

擁護 

毎週火曜日特定

事業所研修 

 

2

月 

在宅会議   リハビリ 

毎週火曜日特定

事業所研修 

 

3

月 

在宅会議   福祉用具活用 

毎週火曜日特定

事業所研修 

 

 

 



令和 7 年度 デイサービスセンター鹿屋長寿園事業計画（案） 

 

1． 中期（令和 6 年度～8 年度）重点項目 

 

① 利用者支援の基本目標 

・自部署の利用者処遇改善プロジェクトメンバーや管理者、リーダーを中心に年 1 回の利用者満足

度調査アンケートを行いニーズ調査と課題を考察し改善を図る。 

・利用者の自立支援・重度化防止のため、中重度の受け入れを行い、ADL の維持・改善が図れ、長

期的な利用者の生活を支える。また、在宅での生活や支援内容・方法をより幅広く考えられるよ

う訪問サービスへの理解を深める。 

・継続した加算算定が行えるよう必要な人員又は利用者の確保を維持する。 

・利用者支援の基本目標は「運動」「認知症予防」「自立支援」の 3 本柱でプログラムを充実させ人

が集まるしくみ作り、利用者の目的や目標を明確にするしくみ作りを取り入れ、施設行事等の案

内を各居宅介護支援事業所やご家族の見学の機会を確保する。 

・LIFE を活用して科学的根拠をもとに通所介護計画の作成や口腔・栄養改善に向けた加算取得体

制と PDCA サイクルを整える。 

 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

・子育て世代の人が働けるように、定時退社と日曜の固定された休日の職場環境を活かした募集を

行なう。 

・法人の新人、中途採用者向け研修マニュアルを使用し、担当職員やリーダー又は同職種内で相談

できる環境を作り、スキルアップできる個人目標の設定と段階別研修を行なう。 

・「利用者処遇」「安全管理」「業務改善」の 3 つのプロジェクトについて改めてチーム編成を行い

新しい取り組みを検討する。 

・求人情報誌、法人求人広告の紹介、SNS を使って事業所の様子や取組内容を定期的に発信する。 

・利用者の権利擁護の立場に立った適切な支援が行えるよう日々の業務の見直しの機会を定期的に

作る。 

・体制加算及び訪問に備えて、国家資格取得へのサポート体制の維持を行う。 

・訪問介護の知識・技術を学ぶために法人内訪問サービスへの内部研修を行う。 

 

③ 働きやすい職場環境作り 

・契約書類及び契約更新に関わる書類の電子化にむけて準備を行い、ペーパレスや契約書類の準備

にかかる時間を削減する事を目指す。 

・管理者又はリーダーは、一般職員のストレスマネジメントの一環として、ストレスチェック結果

を参考に個人の業務量や働き甲斐、適正能力など見極めながら適正配置の提案を行う。 

 

④ 施設・設備の改善 

・特殊浴槽機器の選定と導入に向けた検討を行う。（中長期計画） 

 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

・稼働を向上するために通所介護利用者と共に第一号通所介護利用者の受け入れを積極的に行い、

大規模事業所（Ⅰ）【880～890 人】の算定区分を維持していく。 

・業務改善プロジェクトが毎月の光熱費等を可視化し節電の意識を高める。 

・利用者の処遇時間に合わせた電気・ガス・水道の使用を心掛ける。 

 



2. 生産性向上への取り組み 

項目 課題点（BEFORE） 改善（AFTER） 取り組み内容 

① 職場環境の整備 備品の保管場所の整理

整頓。 

常時使用する物、BCP

備蓄など整理整頓し在

庫の把握ができるよう

にする。 

常時使用する物と備蓄

を分ける。 

在庫管理簿を活用す

る。 

②業務の明確化と役割

分担 

（1）業務全体の流れを

再構築 

勤務表の作成。 

希望を聞く→シフト作

成（仮）→加算配置等入

力→修正・変更→勤怠

管理システムに打ち込

み。 

勤務表作成の手間が減

る。誰でも作成できる。 

加算配置の確認・周知

（人員含む） 

（2）テクノロジーの活

用 

勤務表の作成が人力の

みになっており、ミス

がないようダブルチェ

ックの必要もある。 

職員の心理的負担を軽

減する。 

入力のミスがなくなり

勤務表の作成が自動化

できる。 

勤務表作成のシステム

を検討する。 

デモを検討する。 

③手順書の作成 マニュアルの中に規定

や指針、マニュアルが

混在している。 

「規定」「指針」「マニュ

アル」毎にファイリン

グし管理をする。 

ファイルの整備。 

古いものがあれば更新

する。 

④記録・報告様式の工

夫 

契約書や重要事項説明

書・個人情報保護同意

書が手書きのサインを

いただいている。 

契約書・重要事項説明

書・個人情報保護同意

書が電子契約になる。 

電子契約書式を作成

し、モバイルルーター

など必要物品を揃え

る。 

⑤情報共有の工夫 インカムの使用はして

いるが、台数が足りて

いない。現在５台使用。 

より多くのスタッフと

スムーズな情報の共有

が行える。 

インカムをあと３台増

やす。 

⑥OJT の仕組み作り 個別目標の明確化。 自己の研修計画を立て

られる。 

スマート HR の目標欄

を活用する。 

⑦理念・行動指針の徹

底 

判断に迷う事例の対応

に不安があるスタッフ

がいる。 

不安なく組織の理念や

行動指針に基づいた行

動ができる。 

面談で理念に基づいた

行動が行えているか確

認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



















































5.年間行事計画 

 事業所行事計画 防災・感染症対策 地域交流計画 職員研修計画 内部監査 

4

月 

家族アンケート 

家族会(花見) 

食中毒対策 

身体拘束廃止委員

会感染対策委員会 

オレンジ花❀華

ドライブ 

花❀華カフェ 

祓川エリア勉強会  

5

月 

運営推進会議 

バラ園見学(家族

参加) 

感染対策委員会 

ＢＣＰ机上訓練 

オレンジ花❀華

ドライブ 

祓川エリア勉強会  

6

月 

そうめん流し 

 

熱中症対策 

感染対策委員会 

消防設備点検 

オレンジ花❀華

ドライブ 

祓川エリア勉強会  

7

月 

運営推進会議 

七夕交流会 

熱中症対策 

身体拘束廃止委員

会 

感染対策委員会 

町内会一斉清掃 

高千穂神社夏越

まつり 

オレンジ花❀華

ドライブ 

祓川エリア勉強会  

8

月 

スイカ割り 

花火大会 

熱中症対策 

感染対策委員会 

オレンジ花❀華

ドライブ 

 

祓川エリア勉強会 

 

自主点検 

9

月 

敬老会 

運営推進会議 

感染対策委員会 

避難訓練 

オレンジ花❀華

ドライブ 

地域敬老会 

祓川エリア勉強会  

10

月 

音楽とデザートの

会会 

レジオネラ 

ノロウイルス実

技。感染対策委員

会 

消防設備点検 

オレンジ花❀華

ドライブ 

祓川エリア勉強会  

11

月 

 

運営推進会議 

感染症対策。身体

拘束廃止委員会感

染対策委員会ＢＣ

Ｐ机上訓練 

町内芋煮会 

オレンジ花❀華

ドライブ 

祓川エリア勉強会  

12

月 

クリスマス会 

そば打ち 

インフルエンザ対

策ノロウイルス対

策感染対策委員会 

オレンジ花❀華

ドライブ。町内

会大掃除 

そば打ち 

祓川エリア勉強会  

1

月 

初詣 

運営推進会議 

感染症策対策。 

感染対策委員会 

オレンジドライ

ブ 

祓川エリア勉強会 

拘束廃止の研修 

 

2

月 

節分 身体拘束廃止委員

会 

感染対策委員会 

オレンジ花❀華

ドライブ 

祓川エリア勉強会  

3

月 

花見、家族会 

運営推進会議 

レジオネラ 

感染対策委員会 

避難訓練 

鶴羽町内会総会 

オレンジ花❀華

ドライブ 

祓川エリア勉強会  

 



令和７年度 住宅型有料老人ホーム笠之原長寿園 事業計画（案） 

 

１．中期（令和 6年度～8年度）重点項目 

 １）利用者支援の基本目標 

  ①入居者、ご家族のニーズを把握した上で職員と情報共有し、ニーズに沿った支援を展

開する。 

  ②計画しているミーティング内の勉強会、リモート等の勉強会、研修だけでなく、ケア

内容・知識を日頃の業務の中で職員と共有・確認し支援の質の向上に努める。 

  ③入居者のニーズに沿った介護サービスの利用ができるよう、ご家族・関係事業所へ施

設での様子、情報を提供し、安心安全な暮らしを提供する。 

  ④定期的なイベントを行い、入居者・職員共に楽しい笠之原長寿園を目指す。 

 ２）人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

  ①職員の紹介制度をフルに活用し、法人、事業所の良さ、売りを発信・紹介できるよう

に、職員と情報共有し啓発活動に尽力する。（例：事業所の求人ポスターを作成し張

り出しを行う） 

  ②エルダー制度や教育係を付け、管理者、リーダーと協議し職員育成に努める。また、

キャリアアップとして資格を持っていない職員へ資格取得を促進し、エルダー、教育

係と共に進めて資格取得を支援する。 

  ③他事業所への研修を実施し、自事業所には無い介護スキルや現場環境、対象利用者の

違いを取り入れる。 

  ④職員同士での面談や、言いたいことが言える環境整備、ミーティング内でのグループ

ワークの実施にて職場内での繋がりを強化する。 

３）働きやすい職場環境作り 

  ①現状、記録システム、生体センサーを導入しており、使用しての評価を実施し、コス

ト削減や業務改善できた物を可視化しさらなる効率化へ繋げる。 

  ②各職員がハラスメントに関する研修を受講し、職場内にハラスメントが起きないよ

うな風潮を作り、徹底する。 

  ③職員同士、声を掛け合い、業務の残しがあっても協力し定時出勤、退勤の徹底と義務

化を行う。又、週休３日制の導入の検討。 

 ４）施設・設備の改善 

  ①予算策定の前に老朽化が進んでいる物品、設備をリストアップし改善等の速やかな

実施。（令和 6年度では、テレビ、洗濯機の故障が１件ずつ有り） 

  ②入居者、ご家族から見た、事業所内設備のニーズ聞き取りにより設備改善へ着手する。

（ベッドの老朽化やエアコンの故障等） 

 ５）入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

  ①入居率９８％の予算を割らないよう、入居者の体調管理、状態観察に務める。長期の

入院が見込まれた場合は、池田グループの支援の強みを提案し、退居となった場合で



もグループで支える動きをする。 

  ②退居から４日以内の新入居を迎えられるよう、ケアマネ・職員と情報共有、準備を徹

底する。 

  ③昨年度の物価高騰より、不必要物品の購入を防ぐため、必要物品の固定化と業者選択、

又、使用していない電気は消す等、個人でできる事を定着させ経費削減の実施。 

  ④イベントなどを Instagramに投稿し、外部への発信を行い、職員獲得や入居者獲得に 

努める。 

２. 生産性向上への取り組み 

項目 課題点（BEFORE） 改善（AFTER） 取り組み内容 

①職場環境の整備 建物の老朽化が進ん

でいる。 

はやめに気づき計画

的に修繕をかける。 

月に１度の建物内・

外の巡視 

②業務の明確化と

役割分担 

（1）業務全体の流

れを再構築 

人材確保と育成 最低人数で業務を行

い、職員を他事業所

へ異動及び兼務での

業務を行えるように

する。 

３有料での業務の

洗い出しを行い、効

率化できるように

する。 

（2）テクノロジー

の活用 

生体センサー以降の

導入ができていな

い。 

ICT化、DX推進。 課題抽出の際は、リ

スク管理室へ相談

し、ICT で代用でき

ないかを検討する。 

③手順書の作成 業務の役割分担の明

確化。 

業務内容に応じて、

シルバー人材を活用

し、職員が本来業務

に従事する時間を創

出。 

３有料での業務の

洗い出しを行い、効

率化できるように

する。 

④記録・報告様式の

工夫 

記録システム導入か

ら数年経過してい

る。 

更に効率化できるも

のはないかの検討。 

リスク管理室へ相

談する。 

⑤情報共有の工夫 紙媒体での日誌を作

成している。 

パソコン入力でのデ

ータとして残す。 

ソフト導入なのか

自社ソフトの導入

なのかを検討する。 

⑥OJTの仕組み作り 職員育成のシステム

構築。 

OJTを通して、職員が

満遍なく業務ができ

るようになる。 

業務仕分けを行う。 

⑦理念・行動指針の

徹底 

周知が難しい。 法人の理念・各指針

の元に行動できるよ

うになる。 

④を行いテクノロ

ジーの活用及び朝

礼等の実施 



３．年間行事計画 

  ・ 日常の生活の延長として変化や楽しみを持ちいきいきと出来る時間を増やしてい

く事を目的とし、施設内外の全体としての行事を計画的に行っていく。その上で、入

居者や家族の要望に応じて新しい行事等も検討し加えていくこととする。    

 事業所行事

計画 

防災訓練・感染

症対策 

地域交流

計画 

職員研修計画 内部監査 

４月 ・年度始ア

ンケートの

実施 

BCP対策訓練・感

染症に関する勉

強会（月に一度の

ミーティングの

中で） 

 

○６月：避難訓練 

（ 自 主 訓 練 ） 

 

      

 

○嘔吐物処理、感

染症対策合同研

修 

○１２月：避難訓

練 

（ 自 主 訓 練 ） 

 

 

○３月：避難訓練 

（ 消 防 立 会 ） 

・笠之原

エリアの

オレンジ

カフェへ

の参加・

協力を行

う。 

 

 

・笠之原

エリア秋

祭り 

 

 

・事業計画につ

いて 

 

５月 ・母の日の

祝い 

・有料老人ホー

ムについて 

 

６月 ・父の日の

祝い 

・接遇について  

７月 ・七夕 ・認知症につい

て 

 

８月  ・救急蘇生法に

ついて 

 

９月 ・敬老会 

・家族会 

・介護保険につ

いて 

自主点検 

１０

月 

 ・権利擁護につ

いて 

 

１１

月 

 ・感染症対策に

ついて 

 

１２

月 

・クリスマ

ス忘年会 

・交通安全につ

いて 

 

１月 ・初詣企画 ・介護技術につ

いて 

 

２月  ・災害時の対応  

３月 ・家族会 

・年度末ア

ンケートの

実施 

・栄養、嚥下に

ついて 

 

＊その他、季節行事や食事企画の実施等は感染状況をみて随時行う。 



令和 7 年度 住宅型有料老人ホームげんき 事業計画（案） 

 

 

1． 中期（令和 6 年度～8 年度）重点項目 

 

① 利用者支援の基本目標 

・「恵仁会 10 の心得」「将来ここで働いて良かったと思える職場づくり 10 か条」を遵守し、 

 恵仁会の職員であることを自覚し、日々のケアに努める。 

・ご家族への情報発信を大切にし、LINEWORKS での連絡体制を図り、入館できない場合は、 

オンライン面会を実施する。 

・高齢者介護（倫理・技術・栄養・医療）に必要な知識・技術を養うため、在宅勉強会、オン 

ライン等の外部研修の年間研修計画に沿って研鑽する。 

・記録システム、眠りスキャンを活用し、入居者の体調管理を把握。早めに体調変化に気づき、 

申し送りの徹底、提携医療機関との連携強化を行い、入居者の入院件数・日数の減少に努め  

る。 

・病院受診やご家族へ状況説明を行う際に、記録システムのグラフや写真を活用し、文章は簡

潔に記載するなど内容が充実し見やすくなるよう工夫する。 

 

 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

・恵仁会の SNS を活用し、事業所の企画や生活の様子の情報を発信していく。 

・法人、事業所の良さを職員と共有し、職員の紹介制度を活用して獲得していく。 

・職員としての心構え・基本理念・基本方針・高齢者介護を正しく理解するために、全職員が 

・必要なテーマを受講できるよう在宅勉強会や法人勉強会、外部研修に参加する。 

・職員の基本介護技術は、OJT により学び、自信を持って日々の業務を遂行できる力を養うと 

・ともに、やる気向上と時代に合った介護サービスの提供に取り組む。 

 

③ 働きやすい職場環境作り 

・夜勤業務効率化として、導入している生体センサーを活用し、見回り業務の効率化を行い、 

しっかりとした仮眠時間の確保を行う。 

・記録システム、生体センサーの活用時の評価を実施し、コスト削減や業務改善できたことを 

可視化し、さらなる効率化へ繋げる。 

 

④ 施設・設備の改善 

設置設備及び事業所全体が老朽化しているところがないか、経営状況、資金の確保を前提に事

業所・設備の運営、管理、改修、建替え等について、長期的な視点に立って計画的に取り組ん

でいく。 

 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

・令和 6 年度の実績を踏まえ、入居率 95％以上、退居後入居 3 日以内、介護サービス利用実 

績 90％以上を目標とし、事業所を運営する。※常時待機者 2 名以上の確保を行う。 

・新規入居者及び待機者を確保する為に営業の取り組みとして相談センターや居宅、池田グル 

ープ、地域包括支援センターと定期的に情報共有し、待機者確保に努める。 

・入居中から、入居者の次の方向性を家族やＣＭと定めておき、グループで支える動きをとる。 

 



2. 生産性向上への取り組み 

項目 課題点（BEFORE） 改善（AFTER） 取り組み内容 

① 職場環境の整備 共有スペース、事務所

の整理整頓 

常時必要なもの、それ

以外のものと把握でき

るようにする 

月に１回は整理整頓す

る日を決め、全職員意

識する。 

②業務の明確化と役割

分担 

（1）業務全体の流れを

再構築 

職務分掌の明確化 業務が明確化され、適

正な業務分掌ができ

る。 

３M（ムリ・ムダ・ムラ）

の解消、勤務シフトの

見直し、外部委託業務

内容の見直し  

 

（2）テクノロジーの活

用 

恵仁会 BOX 事業所内

の整理 

恵仁会  BOX 内の整

理・活用することでペ

ーパーレスや時間削減

となり業務の効率が図

れる。 

事業所共有・個人の

BOX の整理をし、どこ

に何の資料があるか整

理する 

② 手順書の作成 入居者の引継ぎの課題 タブレットを活用（閲

覧）することで、検索制

が上がる。 

業務マニュアルの作成

を更新。 

③ 記録・報告様式の工

夫 

情報共有の意識の差が

ある 

記録システム、生体セ

ンサーの適正活用。 

1 週間・1 か月の経過観

察記録の把握を朝行う 

⑤情報共有の工夫 一つ一つのケアにおい

て、根拠あるケアがで

きていない。 

毎日の引継ぎ、記録シ

ス テ ム や LINE 

WORKS の確認にて、

根拠あるケアを実践。 

根拠あるケアを行うた

めにケアに対して、「な

ぜ？」「どうして？」を 

考えて行動する。 

状態把握のために記録

シ ス テ ム や LINE 

WORKS での情報共有

を意識する 

⑥OJTの仕組み作り 統一した指導ができて

いない。 

教育内容、指導方法の

統一。 

3 か月に 1 回の面談を

行い、状況確認を行う。 

⑦理念・行動指針の徹

底 

事業計画や理念の把握

ができていない。 

理念・行動指針に基づ

き業務が行える。 

事業所内に掲示、再確

認。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3. 年間行事計画  

 事業所行事計画 防災訓練・感染症対

策 

地域交流計画 職員研修計画 内部監査 

4

月 

花見 災害時用備蓄確認 

BPC（防災）見直し 

地区花見会 在宅勉強会  

5

月 

カレー作り 

第三者委員会 

BCP（感染）見直し  相談苦情・安全管 

理委員会 

在宅勉強会 

 

6

月 

紫陽花見学 感染症 BCP 机上訓 

練 

 在宅勉強会  

7

月 

お寿司企画  養護学校交流会 在宅勉強会  

8

月 

ソーメン流し 行方不明者捜索訓練 下祓川集落セ 

ンター清掃 

相談苦情・安全管 

理委員会 

在宅勉強会 

 

9

月 

敬老会 レジオネラ検査 グランドゴルフ

大会 

在宅勉強会  

10

月 

コスモス外出 避難訓練（自主訓練）  在宅勉強会  

11

月 

外食 インフルエンザ対策 鹿屋小交流会 相談苦情・安全管 

理委員会 

在宅勉強会 

有料老人ホ

ーム自主点

検表に基づ

いて適  切

な法人運営 

及びサービ

スの提供体

制の確保を

図る 

12

月 

クリスマス・忘 

年会 

ノロウイルス対策 

インフルエンザ予 

防接種 

地域清掃 在宅勉強会  

1

月 

お正月初詣 感染症 

BCP 机上訓練 

 在宅勉強会  

2

月 

節分（豆まき） 職員検便  相談苦情・安全管 

理委員会 

在宅勉強会 

 

3

月 

ひな祭り・家族 

会・年度末アン 

ケート実施 

レジオネラ検査 

避難訓練（消防立合） 

 在宅勉強会  

 

 

 

 

 



令和 7 年度 新川長寿園事業計画（案） 

 

 

1． 中期（令和 6 年度～8 年度）重点項目 

 

① 利用者支援の基本目標 

・福祉に従事する者としてのコンプライアンスの遵守、入居者に対する職員の態度・言葉遣い等

の課題有無を管理者が把握し、適宜、指導・教育を行う。 

・高齢者介護（倫理・技術・栄養・精神・医療）に必要な知識・技術を養えるよう事業所内研修

を毎月実施する。また、外部主催のオンライン研修への積極的な参加を管理者が職員に提案し、

自己・事業所の振り返りの機会を設け、入居者処遇・介護技術のスキル向上を目指す。 

   ・認知症ケア及び中重度者ケアに対する体制の整備・強化に努める。 

   ・入居者やご家族の満足度調査を１０月・年度末にアンケートにて実施、ニーズに沿った支援が

展開できるように職員と情報を共有する。 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

・自事業所の概要や行事企画等を HP や SNS で発信、福祉分野に興味ややりがいを感じてもら

えるような情報の可視化に積極的に取り組む。 

   ・法人、事業所の良さや強み、職員紹介制度の内容を職員へ周知、共有し職員獲得に繋げる。 

   ・入職時の事業所内研修をエルダー制で実施。指導する側の知識・対人援助技術・モチベーショ

ン向上等に活用。 

③ 働きやすい職場環境作り 

・記録システム導入後の評価・分析から操作マニュアル等を作成し、全職員が入力できる体制整 

備を引き続き行い業務効率を強化する。 

・入居者の重度化、職員の腰痛等の労働災害防止対策として、移乗用リフト活用の検討、また、 

見守り機器導入の検討による生産性向上を図る。 

・毎月ミーティングを開催、ハラスメント対策、メンタルヘルスケア等の内容を職員に周知・共

有する。職員の健康管理や職員間のコミュニケーションの大切さを周知する。 

・職員にタイムスケジュールに沿った業務遂行の指示を行い、業務改善と効率化を図り、定時退

社に努める。 

・業務改善（役割分担の整理）や経費削減を可視化し、更なる効率化へ繋げる。 

・夏場 28℃、冬場 20℃に設定した冷暖房の管理による環境整備と経費削減を図る。 

④ 施設・設備の改善 

・事業所の老朽化もあり、共有スペースや居室の照明工事や LED化、今後も修理を要する部分 

を把握し、事務局と協議する。  

・リース等の備品や必要な備品の見直しを引き続き行いコスト削減に努める。 

・生活用品及び事務用品の洗い出し、購入品・購入頻度等の見直しを引き続き行い、燃料費含 

むコスト削減に努める。 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

・昨年度の実績を踏まえ、入居率９５％以上、退居後に入居３日以内、介護サービス利用９０％ 

を目標とし、内外部事業所と連携を図り運営に努め、法人内の入所事業所と情報共有を行い 

空床対策に努める。 

・入居者の体調管理に努め、異常の際に早期受診や緊急搬送を行える観察力・判断力・対応力 

を養い、長期入院による稼働率低下と入居者の重症化を回避する。 

・入居者の状態変化への柔軟な対応をとり、家族・ケアマネと協議したうえで、法人内のサー 

ビス事業所に繋げる。 



・毎月 1回をベースに、管理者または担当職員が待機者情報を関係機関に連絡または更新をか 

ける。 

・外部居宅・病院（SW）・老健等への事業所の概要及び強み等を発信し、外部とのネットワーク 

体制の構築に努める。 

 

2. 生産性向上への取り組み 

項目 課題点（BEFORE） 改善（AFTER） 取り組み内容 

① 職場環境の整備 働きやすい環境への整

備 

整理・整頓・清潔の徹

底、業務の可視化 

多様な働き方や改善す

るべきことの洗い出し 

②業務の明確化と役割

分担 

（1）業務全体の流れを

再構築 

必要な業務の明確化・

各職員の役割・適切な

人員配置 

業務の簡潔化を図る 役割分担の見直し・業

務の軽減 

（2）テクノロジーの活

用 

リアルタイムなデータ

分析 

記録システムや生体セ

ンサーの活用 

記録やデータから入居

者の体調を管理 

③手順書の作成 感染、緊急時の対応の

把握 

項目毎の手順書作成 職員へ周知、対応内容

の確認 

④記録・報告様式の工

夫 

記録や項目の必要性や

検討 

項目を整理し統合する 記入・内容確認等のル

ールを検討 

⑤情報共有の工夫 職員間の業務上のコミ

ュニケーション不足の

解消 

コミュニケーション効

率化 

業 務 日 誌 ・ LINE 

WORKS を活用、職員

間の口頭確認 

⑥OJT の仕組み作り 知識や技術、スキルの

育成 

実践的な知識や技術を

習得する仕組み構築 

内部・外部の研修へ参

加、職員へ共有 

⑦理念・行動指針の徹

底 

目的と重要性の理解 理念や行動指針に触れ

る機会を設ける 

定期的な面談や研修、

整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3. 年間行事計画  

 事業所行事計画 防災訓練・感染症

対策 

地域交流計画 職員研修計画 内部監査 

4

月 

花見・誕生会 環境整備・災害用

備蓄確認、整備 

 事業計画につい

て 

 

5

月 

母の日・誕生会 感染症研修（予防

対策等） 

地域清掃 有料老人ホーム

について 

内部監査 

6

月 

父の日・誕生会 高齢者虐待防止・

身体拘束廃止委員

会、BCP・感染症委

員会、業務継続計

画研修、避難訓練 

 接遇・連携  

7

月 

七夕・誕生会 高齢者虐待防止研

修、BCP・感染症訓

練（シュミレーシ

ョン等） 

子供会との七

夕交流会 

認知症ケア  

8

月 

お盆供養・墓参

り・誕生会 

衛生管理・整備（自

主） 

 権利擁護  

9

月 

新川敬老会・誕生

会 

BCP・感染症対策

委員会 

 介護技術  

10

月 

誕生会・アンケー

ト実施 

 

高齢者虐待防止・

身体拘束廃止委員

会、感染症研修 

 感染症対策  

11

月 

誕生会 衛生管理・整備（自

主） 

 苦情相談  

12

月 

クリスマス忘年

会・誕生会 

高齢者虐待防止研

修、BCP・感染症対

策委員会、BCP・感

染症研修、訓練、避

難訓練（消防立会） 

地域清掃 BCP 研修  

1

月 

お正月初詣・誕生

会 

衛生管理・整備（自

主） 

 交通安全  

2

月 

節分（豆まき）・誕

生会 

高齢者虐待防止、

身体拘束委員会 

 災害時・緊急時の

対応 

 

3

月 

ひな祭り・家族

会・アンケート実

施・誕生会 

感染症対策委員会  栄養管理・医学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和 7年度 養護老人ホーム寿光園 事業計画（案） 

 

１．中期（令和 6年度～8年度）重点項目 

① 利用者支援の基本目標 

 ・「恵仁会理念」「恵仁会職員 10の心得」を念頭に、福祉に従事する者として基本に忠 

実に、尊厳ある適切なケア、支援を提供する。 

・日々の生活支援の中で、入居者様の思い、願いをくみとり、スタッフ全員で実現に向

けた取り組みを行う。 

  ・入所者様が安定した生活を維持できるよう、本人・家族・ケアマネ等の関係機関と協 

議し、個々のニーズに沿った要介護申請及び介護サービス利用に繋げる。 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

  ・計画的な面談を実施し、スタッフ個々の不安や悩み、思いや将来像等を把握し、個々 

の実践スキルに応じ、職種や職務形態の選択肢の幅を広げることで、まずは離職者の 

発生を防ぐ。 

  ・職員紹介制度の内容を確認周知し、職員獲得につなげる。 

  ・施設内の概要及び活動状況をホームページ・SNS等で発信する。 

 ③ 働きやすい職場環境作り 

・基準日数となる有給休暇を取得できるよう勤務調整を行う。 

  ・全職員が定時退社できるよう、業務の棚卸しを実施し、業務内容の見直し等を行って 

   いく。また、緊急やむ負えない場合の超過勤務については、必ず指示･申請の手続き 

   を行い、不必要な超過勤務は無くしていく。 

  ・定期的な面談を実施し、入所者・家族、支援する職員間のコミュニケーションなど 

   悩み事などないか、今の職場が適しているのかなどを聞き取り、適材適所の事業所へ 

の異動の検討や職種の変更などを行い、離職率の低い事業所を目指す。 

 ④ 施設・設備の改善 

  ・築 13年目を迎える今年は、エアコンの本体・室外機、施設内の壁クロス、居室等の 

鍵、床の長尺シートの故障・破損等が予想されるため、計画的な補修・修繕ができる 

よう予算に組み入れる。 

 ⑤ 入居率、稼働率の向上 

  ・待機者の訪問調査を事前に行い、退所発生後は、早期入所の調整を行う。 

  ・現在の入所者は 6つの市町村からの措置入所となっているため、行政担当課の職員 

と連携を図り、待機者確保に向けた情報収集に努める。 

  ・地域包括支援センター及び居宅介護支援事業所との関わりを大切にし、介護支援専 

   門員との連携により、養護老人ホームへの入所申込みを推進する。 

  ・入所者の重度化防止対策として、定期巡回サービス利用を積極的に推進していく。 

 ・法人内事業所の介護サービス利用については、年間 8,000万円を目標とする。 

 



２．生産性向上への取り組み 

項  目 課題点（BEFORE） 改善（AFTER） 取り組み内容 

① 職場環境の整備 職員間の縦と横の関

係性 

新人職員を含め全職

員が自分の思いや意

見を自由に発信でき

るようにする 

意見や提案を取りま

とめ、入所者一人ひ

とりのケアの方向性

を決めていく 

② 業務の明確化と

役割分担 

(1) 業務全体の流れ 

を再構築 

 

(2) テクノロジーの 

活用 

 

 

職種ごとの業務の役

割の確認 

 

入所者の方々への活

用を必要としない 

 

 

 

全職員が入所者の情

報を共有する 

 

生体センサー等の利

用シミュレーション

を行う 

 

 

現場での見守りや病

院受診の応援など出

勤職員で協力し合う 

実用性が確認できれ

ば積極的に導入する 

 

③ 手順書の作成 職務分掌と連動した

手順書の作成 

全職員で手順書を確

認し、項目の改善と

追加を行う 

新人職員や異動職員

がスムーズに業務に

入れるよう、手順書

の説明を行う 

④ 記録・報告様式

の工夫 

企画書や報告書、日

誌やケース記録等全

て PC上で行う 

誰が見ても入所者の

様子が一目でわかる

ような記録にする 

PC での記録物の保

存により、的確な情

報を家族や関係機関

へ伝えることができ

るようにする 

⑤ 情報共有の工夫 ラインワークス、グ

ループラインの活用 

各職種、必要な情報

発信を行う 

発信された情報を確

認し、必要に応じて

連絡を取り合い対処

する 

⑥ OJTの仕組作り 職員間で力量の差が

生じている 

事故発生時の適切な

対応推進、虐待防止

及び身体拘束廃止等

への対応強化 

定期的及び随時の面

談を実施し、職員の

生の声を聞き取る 

⑦ 理念・行動指針

の徹底 

恵仁会及び寿光園の

理念を念頭に業務に

あたる 

 

BCP 計画に基づいた

業務遂行を基本と

し、事業運営を継続

する。 

定期的な委員会の開

催と計画的な研修及

び訓練（シミュレー

ション）を実施する 

 

 



３．年間行事計画 

月 事業所行事計画 防災感染症対策 地域交流計画 職員研修計画 

４  

花見、誕生会 

虐待防止・身体拘

束廃止委員会 

町内会総会 

信和会総会 

在宅勉強会 

施設内研修 

５ 誕生会 虐待防止・身体拘

束廃止委員会 

オレンジカフェ 在宅勉強会 

施設内研修 

 

６ 

誕生会 虐待防止・身体拘

束廃止委員会 

BCP机上訓練 

オレンジカフェ 在宅勉強会 

施設内研修 

 

  ７ 

 

誕生会、ソーメン

流し 

避難訓練（自主） 

虐待防止・身体拘

束廃止委員会、食

中毒研修 

オレンジカフェ 在宅勉強会 

施設内研修 

 

８ 

誕生会、盆供養、墓

参り 

入所者健康診断 

虐待防止・身体拘

束廃止委員会 

オレンジカフェ 在宅勉強会 

施設内研修 

 

９ 

誕生会、彼岸供養 

敬老祝賀会 

アンケート実施 

虐待防止・身体拘

束廃止委員会 

オレンジカフェ 

笠之原十五夜夏

祭り 

在宅勉強会 

施設内研修 

 

１０ 

誕生会 虐待防止・身体拘

束廃止委員会 

オレンジカフェ 在宅勉強会 

施設内研修 

 

 

１１ 

 

誕生会 

虐待防止・身体拘

束廃止委員会、嘔

吐物廃棄研修 

信和会合同運動

会 

オレンジカフェ 

在宅勉強会 

施設内研修 

 

１２ 

誕生会、クリスマ

ス会、墓参り 

忘年会 

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接

虐待防止・身体拘

束廃止委員会 

笠之原保育園交

流会 

オレンジカフェ 

在宅勉強会 

施設内研修 

 

  １ 

誕生会、初詣 

新年会 

虐待防止・身体拘

束廃止委員会 

BCP机上訓練 

新年祈願祭 

オレンジカフェ 

在宅勉強会 

（看護学生実習

受入） 

 

  ２ 

誕生会、入所者健

康診断、豆まき 

避難訓練虐待防

止・身体拘束廃止

委員会 

オレンジカフェ 在宅勉強会 

（看護学生実習

受入） 

 

３ 

誕生会、彼岸供養 虐待防止・身体拘

束廃止委員会 

オレンジカフェ 

笠野原小卒業式 

在宅勉強会 

施設内研修 

 



令和 7 年度 相談支援事業所 長寿園あかり事業計画（案） 

 

 

1． 中期（令和 6 年度～8 年度）重点項目 

 

① 利用者支援の基本目標 

障害者相談支援、障害児相談支援共に対応しており、多種多様なニーズに合わせて、その方に

とっての最善の策を見出せるよう、利用者、家族はもちろんのこと、専門機関や関係機関と連

携を図りながら相談支援を行っていく。 

併せて、常に最新の情報に対応すべく、制度理解を徹底していく。 

 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

・現在配属となっている相談支援専門員、それぞれお互いのケースについての情報共有を行っ 

ており、どちらかが不在でも対応可能な体制づくりを継続する。 

・法人内外問わず、相談支援業務に関心のある方々と交流が持てるように、事業所として魅力 

 的な職場環境を提供する取り組みを行う。 

 

③ 働きやすい職場環境作り 

・週に１回の特定会議、毎朝、お互いのスケジュール確認を行っている中で、困難事例に対す 

る検討や業務上において悩みなど共有し、一緒に考える時間を大切にしていく。また、いつ 

でもテレワークを活用できる環境調整を行う（家族の感染症罹患時など） 

 

④ 施設・設備の改善 

・現状、事業所の老朽化もなく、万全の環境が整っているので維持していく。 

・障害福祉サービス事業所と同敷地内に位置していることで、利用者や保護者の方からも、気 

軽に立ち寄れる環境が整っており、今後も現状を維持していく。 

 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

・新規介入依頼については、いろいろなところからご紹介いただける状況があり、今後も、そ 

ういったご縁が途絶えることのないよう丁寧な支援を行っていく。 

併せて、地域ニーズの把握を意識しながら情報収集し、法人内関係事業所間で共有を図って 

いくことで、事業所のクオリティアップに尽力していく。 

  ・水道光熱費については、日々の節約意識を徹底し、こまめに電気を消したり、エアコンの 

   設定温度に注意する。 

  ・燃料費については、訪問のスケジュール調整時、同じルートで効率的に訪問できないか意識 

してスケジューリングを行う。また、担当者会議等、法人内事業所と同席の場合は、できる 

だけ同乗するなど配慮していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 



2. 生産性向上への取り組み 

項目 課題点（BEFORE） 改善（AFTER） 取り組み内容 

① 職場環境の整備 現状では何も問題はな

いが、今後、相談支援専

門員の増員があった場

合の相談スペースがな

い。 

時間帯によって、あか

りキッズの学習室や、

寿光園の会議室等、活

用。 

常時、同敷地内事業所

との連携を図り、臨機

応変な対応を心がけ

る。 

②業務の明確化と役割

分担 

（1）業務全体の流れを

再構築 

役割分担の明確化はな

されているが、遵守で

きていない現状があ

る。 

役割分担を明確化し、

一人に負担が集中しな

いようにする。 

各自それぞれの役割を

把握し、実践できるよ

う可視化し、各自所持

する。 

（2）テクノロジーの活

用 

職員の心理的負担が大

きい。 

職員の心理的負担を軽

減 

新たなＩＣＴ機器につ

いての理解を深め活用

できるようにする 

③手順書の作成 対応するスタッフによ

り異なる申し送り 

申し送りを標準化 業務マニュアルの作

成。研修による共有 

④記録・報告様式の工

夫 

システムの台帳を活用

している。（ほのぼの） 

今後も継続して活用し

ていく。 

特に現状における課題

はない。 

⑤情報共有の工夫 書面にて行っている。 LINE WORKS やメー

ルを活用していく。 

日々の業務の中で不戦

やメモ、連絡帳をなく

していく。 

⑥OJT の仕組み作り スタッフにより指導方

法にブレがある。 

教育内容と指導方法を

統一。 

特定のスタッフに偏る

ことなく、全スタッフ

が対応できるようにす

る。 

⑦理念・行動指針の徹

底 

イレギュラーな事態が

起こると、スタッフが

自身で判断できない。 

組織の理念や行動指針

に基づいた自律的な行

動。 

年度目標の共有、面談

の実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3. 年間行事計画  

 事業所行事計画 防災訓練・感染症

対策 

地域交流計画 職員研修計画 内部監査 

4

月 

 マニュアル見直し 

BCP・感染症 

感染症 

虐待・身体拘束 

廃止委員会（合同） 

相談支援部会 虐待・  

5

月 

相談苦情・安全管

理委員会 

 医療的ケア児 

部会 

感染症 

研修 

 

6

月 

 BCP（感染） 

机上訓練 

相談支援部会 

機能強化型 

連絡部会 

ハラスメント 

研修 

 

7

月 

 感染症 

机上訓練 

医療的ケア児 

部会 

  

8

月 

相談苦情・安全管

理委員会 

 相談支援部会 

保護者向け 

研修 

  

9

月 

  機能強化型 

連絡部会 

BCP 

研修 

 

10

月 

 感染症 

虐待・身体拘束 

廃止委員会（合同） 

相談支援部会  自主点検 

11

月 

相談苦情・安全管

理委員会 

BCP（災害） 

机上訓練 

基幹相談支援

センター運営

協議会 

  

12

月 

  青空カフェ 

参加 

機能強化型 

連絡部会 

  

1

月 

仕事始め式  医療的ケア児 

部会 

  

2

月 

相談苦情・安全管

理委員会 

 相談支援部会   

3

月 

  機能強化型 

連絡部会 

  

 



令和 7 年度 児童発達支援事業所あかり 

放課後等デイサービスあかりキッズ事業計画（案） 

 

 

1． 中期（令和 6 年度～8 年度）重点項目 

 

① 利用者支援の基本目標 

・専門的支援実施加算の確実な取得を目指し、担当職員の人員の確保と役割の明確化、それに 

応じた計画書・評価までの一連の流れを構築する。 

・保育所等訪問支援を継続的に実施し、児童の育ちを関係者で支援していく体制を作っていく。 

そのために、主で訪問支援員として活動する職員を確保する。 

・保護者ともに企画から実施まで行える学びの機会をつくり、保護者間の交流や保護者支援の 

場を確立する。 

 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

・乳幼児期から学童期（未就学から就学後）に至るまで、必要な児童保護者に、必要な支援が 

できるよう、児発あかり、あかりキッズの職員交流および連携の強化。 

・未経験者が支援の内容や方法について理解できるように、システムを活用した個人研修の計 

画と実施評価を行い、実践に生かしていく。 

    ・SNS、システムを活用した広報活動から人材獲得につなげる。 

 

③ 働きやすい職場環境作り 

・契約書類等の電子化の実施により、ペーパーレスや書類準備にかかる時間の削減を図る。 

・令和6年度に導入した、LITALICOシステムを活用したプログラム構成を積極的におこない、 

現場職員の準備への手間と時間の削減を図る。 

・LINE WORKS や BOX などを職員が活用できることで、保護者や関係者との情報の発信や 

 共有の効率化を図る。 

    ・各保護者との連絡調整や全保護者への情報発信の方法など、効率的で満足度につながるシス 

テムやアプリの導入を検討する。 

 

④ 施設・設備の改善 

・プレハブ倉庫の購入をおこない、過去の書類物や季節行事等の道具の保管場所の確保及び非 

常災害時等の物品保管にできる環境をつくる。 

・夏場の熱中症対策として、日よけ屋根の購入と設置に向けた検討を行う。（令和８年度実施に 

向けて） 

 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

・児発あかりは今年度相当、あかりキッズは稼働向上を図る。まずは受け入れるといった積極 

的な姿勢で対応する。送迎などの課題がある時（特に学校への迎え）は、法人内職員の協力 

をもらうことで、受け入れ可能な体制を継続する。 

・無駄な光熱費の使用につながらないように、毎月可視化することで節約について各自が気に 

かけられるようにする。 

 

 

 



2. 生産性向上への取り組み 

項目 課題点（BEFORE） 改善（AFTER） 取り組み内容 

① 職場環境の整備 書類などの量が多くな

ってきており、資料の

整理が必要 

すぐに把握し取り出せ

るようにする 

５Ｓ活動（整理・整頓・

清掃・しつけ、習慣）、

担当制により自分事と

して取り組む 

②業務の明確化と役割

分担 

（1）業務全体の流れを

再構築 

職員の業務量の整理と

適正化 

現場職員の中での業務

明確化し、役割分担を

おこない、直接支援だ

けではなく、間接支援

をする職員育成 

小集団療育のあり方に

ついて、再検討。 

（2）テクノロジーの活

用 

書類作成などにかかる

時間が大きく負担があ

る 

ICTの活用を推進。課題

が抽出されれば改善し

ていく。 

新たな ICT 機器の活用 

② 手順書の作成 申し送り体制の確立 申し送りの標準化とＩ

ＣＴ化 

業務マニュアルの作成

または更新 

④記録・報告様式の工

夫 

保護者向けには紙媒体

での書類が多い 

LINE WORKS や BOX

を活用しペーパーレス

化を図る 

LINE WORKS 等の活

用、新たな連絡帳アプ

リ等の導入検討 

⑤ 情報共有の工夫 情報共有の仕組みの構

築 

全職員が情報共有でき

る 

LINE WORKS活用、操

作が全職員できるよう

に説明する 

⑥ OJT の仕組み作り 職員育成方法の統一 教育内容、指導方法の

統一。 

マニュアル作成 

⑦ 理念・行動指針の徹

底 

困難な場面があると支

援方法に戸惑いが生ま

れる 

法人および事業所理

念、行動指針を目指し

すべき方向性として常

に認知し行動できる 

理念研修の実施、目標

の共有と実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3. 年間行事計画  

 事業所行事計画 防災訓練・感染症対

策 

地域交流計画 職員研修計画 内部監査 

4

月 

 ・安全管理、虐待防

止、感染防止委員会 

研修企画会議 

 

法令遵守 

理念研修 

 

5

月 

避難訓練 

（地震発生時） 

保護者勉強会 

保護者懇談会 

・安全管理、虐待防

止、感染防止委員会 

・BCP（非常災害） 

・BCP（感染症）見直

し 

 虐待防止・身体拘束

適正化にかかる研

修 

（虐待防止・身体拘

束適正化委員会が

実施） 

 

 

6

月 

保護者懇談会 ・安全管理、身体拘

束、感染症委員会 

・机上訓練（非常災

害） 

研修企画会議 食中毒防止研修 

（感染症委員会が

実施） 

 

7

月 

 ・安全管理、身体拘

束、感染症委員会 

 

   

8

月 

夏祭り ・安全管理、身体拘

束、感染症委員会 

保護者関係者向

け研修会 

  

9

月 

避難訓練 

（火災発生時） 

・安全管理、身体拘

束、感染症委員会 

・机上訓練（感染症） 

 救命救急研修 

（安全管理委員会

が実施） 

 

10

月 

ハロィン ・BCP（非常災害） 

・BCP（感染症）見直

し 

 児発管基礎研修 内部監査 

11

月 

避難訓練（地震発

生時） 

・保護者アンケー

ト実施 

・安全管理、身体拘

束、感染症委員会 

あおぞらカフェ 感染症疑い発生時

シミュレーション 

（感染症委員会が

実施） 

 

12

月 

クリスマス ・安全管理、身体拘

束、感染症委員会 

 児発管実践者研修  

1

月 

 ・安全管理、身体拘

束、感染症委員会 

 強度行動障害基礎

実践者研修 

 

2

月 

避難訓練 

（火災発生時） 

・アンケート公表 

・安全管理、身体拘

束、感染症委員会 

   

3

月 

     

 



令和７年度 池田保育園事業計画（案） 

 

保育理念 「子は個」子ども一人ひとりの個性を大切にします。 

 

１．年間目標 

① 虐待と不適切な保育の防止対策 

・新聞やテレビで度々報道されているが、保育者の言動や態度、園児を取り巻く環 

境を改めて注視する。 

・虐待防止については、受け入れ時や着替え時などに、身体などを見て心身ともに 

健康な状況であるかを確認する。 

・不適切な保育については、一人一人の子どもを尊重しながら関わり、園児に対す 

る言葉使いや適切な保育が行えるよう保育者の人材研修を行う。 

・全国保育士会が主催する「保育所における人権擁護のためのセルフチェックリス 

ト」による確認を毎年二回、全職員で行う。 

・日々の保育計画や振り返りの中で不適切な保育がないか見直し、余裕をもって子 

ども達と関われるように職員の体制に配慮する。 

② 重大事故の防止 

・午睡時の呼吸・表情チェック体制は、各部屋に専属職員を配置し SIDSおよび窒息 

防止に努める。チェック間隔は０歳児５分、１～２歳児１０分を厳守するために 

バイブ式のキッチンタイマーをチェック担当が携帯する。 

・部屋の明るさは、基準値である６０LUXを下回らないよう、７０LUX以上の明るさ 

保ち、園児の顔色チェックを行う。 

・毎月の避難訓練は、訓練責任者を全職員の持ち回りとし、全職員が非常時に対応 

できるよう準備する。そのうち２回は、消防署と連携を取り保育園全体の総合訓 

練を行う。 

・年二回の不審者訓練を行い、そのうち一回は警察官を招き指導してもらう。 

・散歩は十分な職員配置が可能な場合に敷地内で行い、交通事故の防止に努める。 

・水遊びは園児の発育状況別に行い、監視役担当は園児から離れ、監視役に専念する。 

・送迎時間帯の合同保育は、0歳児の動きと 1～2歳児の動きが違うため、お互いに 

ケガや事故のないようにする。 

・園独自の重大事故防止の内容を保護者に配布し、共有する。 

・園児の出欠状況や体調確認は朝礼時に全職員と確認する。 

・いつもの時間に登園していない園児については１０時まで待ち連絡がないようで 

あれば電話連絡をする。 

③ 感染対策の徹底 

・感染症対策マニュアルを参考にしながら全職員が対応できるよう職員会議で周知 

する。 



・１日２回の全体清掃を確実に行い、清掃時の換気は時間をかけて十分に行う。 

・嘔吐物、便の処理を行う際は使い捨ての手袋とエプロンを着用し、感染園児の処理 

を行う際も使い捨てエプロンを使用する。 

・大隅感染症情報を毎週チェックし、必要に応じて保護者への配布や注意喚起を促す。 

・園児に感染者が発生した場合には、感染拡大防止のため掲示板にて周知すると共に 

感染者の登園停止期日を厳守する。 

・登園時の体調チェックを念入りに行う事や、保護者への注意喚起の内容をこまめ 

に配信する。 

④ 食育・アレルギー対応 

・季節に合わせた園児が楽しめる給食を提供する。 

・管理栄養士と密に連携し、衛生・アレルギー対応を行う。 

・入園前・進級時の食育面談は、必ず園長及び担任が行い食育状況を確認する。 

・1ケ月毎に家庭での食材アレルギー調査を行い、必要に応じて園長または担任が 

面談を行う 

・アレルギー対応園児の使用する食器は、他の園児が使用する物と色を変え、可能 

な限りテーブルを分けて喫食する。 

・検食時にアレルギー除去食の確認を調理員と確認し、配膳の際には検食者と保育 

者で確認をする。 

⑤ 人材育成 

・職員個々の職責に合わせた外部研修を実施する。 

・常勤保育士⇒中堅保育士のマネジメント研修（６～８月） 

・非常勤保育士⇒保育士キャリアアップ研修（７～９月） 

・保育士以外の職員⇒子育て支援員研修（１０～１２月） 

・主任保育士⇒企業主導型保育安全研修（１２～１月） 

・施設長⇒企業主導型保育施設長研修（７～８月） 

・大きな行事の際は半日休園にし、施設長もしくは外部講師による職員研修を行う。 

・毎月第三土曜日は 15時閉園とし、職員会議、外部研修に参加した職員による研 

修内容の発表を行う。 

⑥ 園児の確保 

・保護者と良好な信頼関係を築き、継続して利用して頂けるよう努める。 

・園児の兄弟・親戚も楽しめる行事を行い、池田保育園を紹介して頂けるよう努める。 

・連携企業を増やし園児を確保するとともに、地域枠での受け入れ可能数を拡大する。 

２．園児数の予測と行事計画 

① 4/1月時点での園児 

・０歳児・・・１名 

・１歳児・・・８名 

・２歳児・・・３名 



② 新規獲得目標 

・定員 12名の確保に向け、年度途中に２歳児が満３歳になった時点で認可保育園や 

私立幼稚園への転園を進め 0歳児との入れ替えを行っていきたい。 

   ・定員 12名の確保に向け、入園待機者の方々との連絡を密にし、退園発生時に早急 

な入園調整ができるように努める。 

③ 行事計画 

４月  入園・進級式 

５月  給食学習 

７月  内科健診 

     プール開き 

１０月  歯科検診 

１２月  クリスマス会(保護者参加) 

１月  内科健診 

３月  お別れ会(保護者参加) 

毎月  身体測定（１０日）・避難訓練（２０日）・お誕生日会（最終金曜）  

   

※引き続き「モコバレエ教室」の森田さんと契約を結び、今後の子ども達の身体発育 

と発達の指導を行っていく。（月 2回） 



 

 令和７年度高齢者等訪問給食サービスセンター事業計画（案） 

 

１．基本方針及び運営理念 

１）基本方針 

在宅高齢者の毎日の食の安心を満たし、安否確認及び健康状態の把握により家族 

ケアマネジャー 福祉行政との連携を行う。在宅で生活していく高齢者の自立と主

体的生活の一助となるよう職員全員が意識を持ち取り組んでいく。 

２）運営理念 

  ①在宅での低栄養を防ぐようメニューを充実し安心して食してもらえるよう工夫する 

  ②利用者の体調異変に留意し安否確認を行い家族や関係各所と連携を図る 

  ③安全運転に努める 

  ④集団食中毒・異物混入を防ぐため衛生管理の徹底 

２．令和７年度年間目標 

利用者満足度向上への取り組みと安否確認 

目標：配食を通じて低栄養と不安感の解消を図る 

・季節感を味わえるよう旬の食材を使い安心・安全でおいしい食事を提供する 

・行事食（おはぎ・巻き寿司・ひなちらし等）を通じ食の楽しみを感じて頂く 

・配食時の安否確認と声かけを通じ利用者様の不調や相談事への対応行う 

安全運転に努める  

目標：無事故 無違反 

・交通安全研修等通じ安全意識を高める。交通法規の遵守。 

・毎朝の健康チェックと出勤時、業務終了時のアルコールチェック 

・毎朝タイヤ点検 毎週月曜日車輛点検 

・定期点検（ブレーキ タイヤの摩耗 オイル交換） 

集団食中毒・感染症・異物混入を防ぐ 

目標：利用者様に安心してお弁当を食して頂けるよう衛生管理を行う 

 ・大量調理マニュアルに沿って調理工程を進める 

・毎月全職員検便検査。出勤時健康チェック。調理場入室前の服装、毛髪チェック 

・外部業者による害虫駆除（毎月）厨房清掃（７月・１月） 

３.働きやすい職場環境作り 

(1)職員の健康管理 

 ・毎朝対面での健康チェック。年１回の健康診断とストレスチェック。 

 ・職場環境の把握と改善、労働時間の適正管理、職員の相談対応等行うことでメンタル

ヘルスケアに努める。 

(2)ハラスメント対策 

・研修を受講し正しく理解し意識を高めることでハラスメントが起こりにくい職場、相



談しやすい環境を作る。相談窓口の周知。 

（3）業務効率化 

    ・調理器具の活用。作業同線短く。機械でできるものは機械で。重いものは持たな

い。重い道具使わない。配達ルート重複しないよう見直し。 

    ・業務効率化のアイデアを出しやすく実施できる環境作り。 

３．物価高騰対策 

   ・燃料費 緩やかな加速、減速。配食時エンジン停止(7～10月除く) 

   ・食材費 食材ロスを減らす（カット済食材の活用、食材・調味料の必要量使用の

徹底等）。高騰食材の代用品検討。食用油使用を控えた調理工程。 

   ・水道光熱費 水・ガス必要量使用の徹底。エアコン設定温度 夏：28℃ 冬：20℃ 

５．年間行事計画 ＊在宅勉強会・害虫駆除・調理、配達ミーティング 毎月実施 

         ＊給食サービスセンター会議 偶数月実施 

 事業所行事計画 防災計画・感染症対策 地域交流計画 

４月 事業計画・BCP確認   

５月 虐待防止委員会 

お楽しみ弁当 

  

６月 食中毒勉強会  道路清掃作業 

７月 うなぎ弁当 厨房清掃  

８月 お盆弁当 

虐待防止委員会 

消火器点検 

 

道路清掃作業 

９月 敬老弁当 

おはぎ弁当 

  

１０月 食中毒勉強会  道路清掃作業 

１１月 お楽しみ弁当 

虐待防止委員会 

  

１２月 クリスマス弁当 

交通安全研修 

インフルエンザ予防接種 

 

 

１月 おせち弁当 

七草粥 

厨房清掃 

 

 

２月 巻き寿司 

虐待防止委員会 

消火器点検  

３月 ひなちらし弁当 

ぼたもち弁当 

  

 



ウィズ下祓川・桜ヶ丘市営住宅（高齢者世話付住宅） 

令和 7 年度 事業計画（案）  

 

１・基本方針 

 １） 高齢者世話付市営住宅に居住する高齢者・障害者に対し、生活指導及び相談、安

否確認、一時的な家事援助、緊急時の対応、関係機関との連絡、その他日常生活上必

要な援助等のサービスを提供することにより、当該入居者が自立して安全かつ快適な

生活を営むことができるよう、在宅での生活を支援する。 

・生活援助理念 

 １）一人ひとりの入居者が心豊かな暮らしを送れるように、入居者本位の立場から 

   法人内・他関係機関・ご家族様と連携し、入居者に最適なサービスを提供する。                        

２）専門的知識を生かし、豊かな感性と的確な判断力を培い、居住者の生活リズムの  

把握や心身状態の変化に気づく。 

    

2．7 年度年間目標 

   １）地域交流会・介護予防運動への積極的参加を促し、心身のリフレッシュを心掛け機

能低下を予防する。 

   ２) 適切な資源・関連機関と連携を図りサービスなどに繋げる。 

  ３）高齢者の生活・心理の特性・身体的な特性をよく理解し、高齢者それぞれにあった

対応を行う。 

  ４)感染症予防として、自己の健康管理をしっかりと行い他人への感染を回避すると共

に、他人へ感染させないように徹底した予防に努める。 

 

3．働きやすい職場環境作り 

  1) 心身共に健康で働ける環境が整いパフォーマンスを最大限発揮できる 

    2 )コミュニケーションが円滑に取れ、気軽に報告・相談ができる 

  3) お互い様をモットーに休み等も気兼ねなく取れる 

4．物価高騰対策 

  1) 買い物へ行くにもなるべく車を使用せず、近くで済ませる 

   2) エアコンの適切な設定温度を目安に省エネルギーに努める（夏 28℃、冬 20℃） 

５．年間行事計画 

月 事業所行事計画 防災訓練・感染症対策 生活相談 

４ 月 ～

翌３月 

9 月.3 月 

・体操教室・町内会交流会

参加声かけ 

生活情報機器点検 

・メールでの配信情報を

元に入居者に正しい知識

と自らの基本的な対策を

周知徹底させる。 

入居者の生活状況

に応じた在宅福祉

サービスの紹介を

必要に応じて行う 

 



月

学研介護サポート（eラーニング）と組み合わせて実施し、下線のみ実技（講義）

６月

令和7年度　長寿園勉強会

内　容 担　当

4月

５月

eラーニング

eラーニング

看　護

１月

２月

３月

高齢者虐待防止と身体拘束廃止

認知症ケア

感染症予防及び食中毒予防（eラーニング）

ガウンテクニック訓練

１１月

１２月

eラーニング

小出水課長

eラーニング

看取り支援

リスク管理

リスク管理

非常災害時研修(eラーニング）・机上訓練

プライバシー保護・倫理・法令順守

感染症予防及び食中毒予防（eラーニング）

机上訓練

高齢者虐待防止と身体拘束廃止

７月

８月

９月

１０月

ハラスメント及び精神的ケア

褥瘡予防

非常災害時研修（eラーニング）・机上訓練

医療に関する研修及び緊急時の対応 eラーニング

看　護

eラーニング

eラーニング

eラーニング

江口労務士

eラーニング

小出水課長



日程 研修テーマ 研修スタイル

４月中
法令遵守研修

（プライバシー・情報セキュリティ・個人情報保護）
eラーニング

５月中 認知症ケアに関する研修 eラーニング

６月中
高齢者虐待防止関連法を含む虐待防止に関する研修及び

身体拘束の排除に関する研修
eラーニング

７月中 事故発生の予防、再発防止に関する研修（リスク管理研修） eラーニング

８月中 災害及び感染症BCPに沿った研修 eラーニング

8月26日 感染症または災害対応訓練 事業所内実地研修

９月中 感染症及び食中毒の発生の予防及びまん延防止に関する研修 eラーニング

１０月中 ターミナルケア（終末期医療）に関する研修 eラーニング

１１月中 介護予防及び重度化防止に関する研修 eラーニング

１２月中 医療に関する研修 eラーニング

1月27日
精神的ケアに関する研修

（メンタルヘルスケア・ハラスメント研修）
zoom研修（江口社労士）

２月中 接遇に関する研修 eラーニング

３月中 緊急時の対応に関する研修 eラーニング

※上記研修は恵仁会職員に必要な研修として位置付ける

※学研介護サポート（eラーニング）の研修教材を活用する

※業務中に研修を実施し、定める方法で受講完了を把握する

※BCP実地訓練は各事業所で実施

令和7年度 　勉強会
✿運営基準を基に基本的な研修として位置付ける

✿日程に日付がない物はeラーニングで各自研修を行う

✿外部講師の都合により内容・時期が変更する場合がある




